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はじめに 

このたびは、ソーテック WlnBcok 0 lrd をお_い上 
げいただきまことに¢0がとうございます & ソー 
チック WinBook Bird は、 « fl | l ©7> a 00 x 600 ド 
ットワイド QS ® に加え，ベースステーションと榷 
することで COROM ドライプやステレオスビー 
力などのマルチメディア*弟が* M され. 
Windcyyvs を活用するための H 多くのをコンパ 
クトなレターサイズで实現しています 
このユープーズガイドでは.注懑していただきた 
いことや*本的な使いかた、および、よ0有効 I こ 
活用する方法を7つのセクションに分けて脱明し 
ています。 

ソーテック Wln 8 ook Bird を正しくお使いいただ 
くためにち、必ずこのユーザーズガイドをお狭み 
<ださい* 


Windows ®95 の起動*にデスクトップ画面に 
表示される「始めにお«みください J は、必ず 
お»みください。 

この中には 、 Windook Bird を®用される上で 
な情報が g ?. a さ n ています- 
持に • Windows ®95 を再インストールされる 
塌色は 「 W めにお M みください」に II かれてい 
るとお CH こドライバー薄のインストールを行わ 
ないと Winbook Bird の性能を充分発押できな 
いばかりか. 一®の* WE が作しなくなる場合 
があります， 


株式会社 ソー テック 





ご使用の莉に取 D 扱い上の注蘆をよくお R みになり正しくお使い < ださし、 


△轚告 


(§) 

和§««饋止 

❶ 

❶ 


參洗い®、里 a 堳では使用 
しないでください。火災 
系霉の厣因とな〇ます。 


•付]■の AC アダプタ以外 
は®用しなし、でくださし V 
火災*灣の®因とな D 

ます. 


•霉源が 100-240 V の範 
S 内であることを碾 S し 
て®用してください* 
10024 0 V を超える B 
S を使用すると火災 S 
動® S 因となり*す， 


⑤ 


_«対に分解した0«理 
改 S をしないでくださし、 
火火や**の醪因とな 
ります•また、埔價鴇* 
の対*外となります。 
«秀は販 SB にご相 K 
くださし、 


♦AC アダプタから河かこ 
けるような0し办したり， 
S ® がかな D 齅いとき 
は蠹ちに電源プラグを 
電濂プ5グ蓍 抜いて< ださい。 

»< そのままご®用になると 

火炎*鞲の*因とな〇 
S す•甬充 E にご相 K く 
ださぃ • 

♦付属のノてッテリ以外は使用しないでく 
ださい。茨た、付 B のパッテ 1 J を本» 
SUW に®«甲しなし、でくださ U 火災 • 
«■の®因になります* 


C 


•パッテリは火気の近<ゃ0射日光の当たる*所で®用， mm、 充 b しないでくださし、 
危陕防止の保 嫌 B 路び* n ることがあります。 

•； てッテリ(こ接し MHI を与えたりしないでください， 





籲液 a ディスプレイは 
K の尖つたものでた 
たし、たり，引つかいた 
りしないでくださし、 



•八ードテイスクやフ 
ロツビーディスクか 
動作中のときは、移動 
?せないでください • 


•本 WS にインストールされてし 1 る Windows 、 および各 H ユーティリティソフトが収 fl さ r 
ているフ□ッビーディスクは大切に保存してください • 

籲バードディスクに保存したデータなどは • 3 E 期的にバックアップをお取りください • 





△注意 


c 

■» プラグを 
抜く 





• ac アダプタの a 源プ 
ラグを抜くときはコー 
ドを袴たず、必ずブラ 
グ部分を持って抜いて 
ください* 


•落としたり体い衡挲を 
与えないでください • 
また、■い梅をのせな 
いで<ださい • 

故障による火災®鞲 
の BI 因となす.. 


•パッテ U は) A ： 中に投じ 
た D 、1 DIR •分《シ 
ヨー ト(♦と-の《子を 
幻金などで播《させる 
こと)はしないでくだ 
さい，ケガの所因とな 
D ます 5 


C 

a ® ブラクを 
抜く 


參《用時以外は電源ブラ 
グをコンセントから抜 
いてください • 

•«« •火災の_とな〇 
S す， 


ごべ I ) •略の発生用の i 

XI 日光の®たる c 

，丫ヽ 祕ガスのあ 


»の近く •》« 
«»たるところ •《 
る環境. 
ほこりの多いところ.使 
用1舰挪(1〇へ 30 t )/ 
〇5用, Biasa (20〜 
80%)を超える範囲で 
は使用•保存しないでく 
ださし、 



•ディスプレイを閉じる 
ときは、キーボードと 
の HI こボールペンなど 
の興初かないかど5か 
してください 。 R 
笱を挟んだまま、ディ 
スプレイを閉じますと， 
ディスプレイを®}■す 
る恐れび®す。 


• R 时坤使用する典合は、本体の K 部が発熱しますので、嫌の上に鼸いて使用しないでくだ 
さい 6 (発熟することは S 常ではあ〇ません*) 

⑩パッテリから液が瀾れたり a # がするときは、すぐに火 a よざけてください。瀰れた 
液に引火して、発火 •»» のおそ n があ d ます：ちし、驪池から am た液か®に入ったと 
きは、きれいな水で洗った後，に医闭の治療を受けてください. 

參ぶ体を捋ち暹ぶときは、ディスブレイを閉じてくださし、ディスブレイを持ってぶらさげ 
た状磨で杓ち B ぶと I ディスプレイに強い力が ffl わり、»項する恐れが®0ます 9 
_グライドボイントの表 S をペン先などの失ったもので触れた CK SS シートをはがしたり 
しないで < ださし、 

•グライドポイントは «<« n るだけで動作しま百。必要以上に力を入れたり照3な姿勢で 
嬝作すると I 指や手 e を ns める眾因となりま？. 




HeM について l 

保狂期 B 中に万一故陳した場色は.保12鬌の紀鼸内容に&とづきいたし*す, 
辟しくは保 H 霤をごらんください。 

伢 E 明間後の修理にっいては、お霞い求めい fc だいた贩 5 tB 求でこ•柜 SK ださい•任 
押によって機萊が綣捋できる*合》，お S ?* のご要 S 3 によ0有供で f « 理いたします。 
保狂■は.お貢い3&1九\ただいた販充店で • 所定* S を E 入のうえお受け取0になり、 
大切に S & してください • 

本 »a を、分解 • 改■された鬌合、保 e 明霸であっても頫價铼修の対歡にはな d 
ません，蒙た.嫁環 «C もで 5* せん， 




•液®ディスプレイの汚れは、渴*でやわらかい粑いた布を使い、から 
拭 S してくださし V 

籲フ□ッビーディスクドライブは*乾式のクリーニングディスクを使 
つて、:^用的にクリーニングしてくださ“ 


-乃ラー M ディスフレイ15よびパッテリはです • _ 

のラー液 s ディスブレイIよ3的厂、角浜兵灯などの®!?ぴ存在，ることが®〇李す i^r» では^^せん • 

- 7 D ラー液 tt ディスフレイは•こよっては明5?の CJ ら Wi 生するここが《り？すび故輝!:は5りません， 
«甲用 awr が任いとき.また本 ws 白 a び.•令え芒って1沿とさは、财 KJM こしてもディスプレイのパック 
ライトか，•如しない J ， 「《 ST する J . い J などのがでます_この場合は. 一5本》の«»を 

にし.しばらく貧; 8(10 へ330の aw に放■した後.お®いください • 


二放 ■ した後 . お®い 


Q «*^0 FFl 
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第 @章システムの設定を変える 

1システムコンフィグレーションの投定 . 

システム I )ンフィグレーシヨンについて . 

メニューと操作方法について . 

各*の股*を 行う . 
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6 6 79 4 4 4 6 000 
8888 9 9 9 9 〇 〇 〇 
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第 G ノ章ベースステーションと接続する 

1，各部の名前と费能を確認する .. 

前 IH 1• 上面 . . ... 

後面 .. • • .. • * • . 
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4•フ□ツビーディスクドライブユニツトを gj ■する . 

装*するには . 

取り外すには . 

5 .LAN を使う . 


04 0404 06 060808 09 09 1010111111 12 
111 1111 1111 111 1 
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第 lj 韋 ト ラプルが起きた5 •• • 

1トラブルの K 因と 対処方法 . 114 

Appendix 

ns 引 . 12〇 

2 » 品の 仕攆 . 125 

本体システム仕様 . 125 

ベースステーシヨン仕様 . 126 

システムメモリマップ .'27 

システム I / O マップ… .12 e 













この 35 目の B 5 


大 ft 出し 


△注意 


次のようになつてい*す。 


AC アダプタの播纖とバッチリの充電- 


6® いになると5や•作 
1ると，に.衿に注 


«运的な败明ゃ 5E つて 

ISC ととで^ 


インデックスについて 
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チャブターインデックスとクイックインデックスを®うと、索早く目的のページを探 
すことができます* 















この ユーザーズ ガイドは、 ユーザーの レベルや使いかたに応じて大きく7つのセクシ 
ヨンに分けられてい*す* 


/付 H® の播«から实こ電*を入れて Wlndows e 95 を 2 
ちあげるまでを摩鑷に K 明しています-お II い上 1 プ後松め 
\ て « うとさには必ください。 

スタートアップガイド 

{ キーボード上のキーの位■亡觀电.および文字の入力方法 
について » 明しています，车ーポードにな n ていない方は 

V 必ずお《み< ださし、 

キーボード操作になれよう 胃 g 

/ Windows®95 のマルチメディア*辛:.および本 W 品のサ 

I ウンド* IftcDf 企いかたについて R 明しています • 

マルチメディアを楽しもう_ 

( PC カードの « いかた、メモリやハードディスクを文搜する 
方法、 13 よび内藏 FAX モデムの取 Oft け万法と外* 19 辺機 

V » の 9R 方法に: XV て JK 期してい京す • 

システムを拡張する€ 

( システム：)ンフイグレーシ 3 ンを®ったシステムの校定の 
変！!や.パワ_マネージメント**の 8¢ を*?!する方法 

V について说闲していす* 

システムの設定を変える6 

f corom ドライプなどの aaina や. lan noBese-T) 
などの古礓コネクタをしたべースステージ 3 ンとの格 

V « について扮玥してい*す* 

ベースステーションと接続する€ 

/ トラフルび発生したときの 9B と対®方法について « 明し 
( ています，うまく H 作しないときなどにお R みください* 

トラブルが起きたら…€ 

f 本ユーザーズガイドの索引、本 »a の仕«について k ® し 
! ています.必靨に応じてお « みくださ IA 

Appendix ^ 


コンビコータに黻 n るのは初めてという方や，コンピュータにあまり孩しくないという方は. 
「第1霞スタートアップガイド」と「第2輩キーポード_作になれよう j だけお R みいただけれ 
ひと通り使いこなせるようにな〇ます。 

マルチメディア観板や CD*ROM 卜：5イプを活用した0 • PC カドや内 AX モデムを®コて_ 
癒を虹僅9るなど.本«品をより有効(こ活用しよラとする場合は. r 飘 3fi マルチメディア奄条 
しもう』「第4翁システムを as 張する」 r»6 •ペースステーションと按》する」をみくださ 

また.パワーマ文ージメント襯度の投定を S えたり，システムを自分好みの 8 K & こ変えようとす 
る*•合は、「第5軍システムの IftS ： を変える J をお ft みください： 

«つているときに»作がおかしくなつたり，均らかのトラブルびし fc 壩&は.「第7章トラ 
プルび起!5たら」をお H みください，トラプルを解決する子■助けとなることでしょう。 
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本»®の使用中に何らかのトラブルが m したときは、114ぺ•ジの r 第フ举トラブ 
ルが e きたら… j のページをお狭みください • 状況に応じた解決方法が■か n てい求す， 


ユーザース:ガイドを r んでもトラブルが解決しないときや、わからないことが出てき 
たときは* »社のテクニカルサボートセンタにお阖い合わ t ? ください《 

參■混をかけるときは •• • 

«»をかける的には、次のことを 》 s し、本 sa を手元に用*しておいてくださし、 
お客様前、遭籙先 
-本 » ffi を_入 en ^： 販充」 s , 代理店の名将 
本* » s のシリアル*弓 * または、製®*弓（コンピュータ底面のラベルに印則して 
あ〇*す〉 

• トラブルが E きたときの状況と状私または、 WBS 5 ので ff るだけ K しし吶容 

籲テクニカルサポート FAX シートを使うときは •• • 


本 » ffl に付*している r テクニカルサボート FAX シート E 入用班 J にトラブ H /® 内 S 
や苟篇点を記入し* FAX で送付します. 


ソーテック 

テクニカルサボートセンタ 

電話番号 

045-224-1 125 

FAX 番号 

045 -224-1 126 

毎遇月*日〜 

V 

金■日午前10«〜午後12^ •午後1時〜午後5時 

(祝»日*嫌きます。） 

ノ 


醫面の K 2、 またを送付するとは以下のところへお願し儿ヽたします • 

なお，には必ず釅入两と罔じ翻 S (裡 SJ 6、 パッキン)にてご£2ください。 

〒 220-81 寒菊 IISSM •浜 m 西区みなとみらい2必1 • 1 

杉 tit 会社ソーテックテクニカルサボートセンタ 


八ード y ィスク蓍條 a する場合はド5イブのみの修■もしくは交_となり袤す- 
C 僅されているアプリケーシ3ン1データ導の11 B . 復旧はいたしかねますので 
■« なものについては必ずバックアップ蓍取って J 3 いてください • 

八ードディスクの内8奄出 flWDWKJI す!•相ム有儒にて爱けて C ります. 
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スタート アップガイド 


付*吊の* K と、 S 限に as を入れて WindowsTgS 
を立ち上げるまでを、順を迫って說明しています • 
本《品をお霣い上げ後、初めて*われるときには必 
ずお K みください • 


1 WinBoo*: Bird の 機 H6 を知る . 16 

2 . 内 S を® S8 する … 18 

3 各部の名前と 梅 推を# E する . 20 

4. AC アダプタの 接《 とバッテリの 充電 . 26 

5. «*S®ON/OFF とリセット . 30 

6- グライドボイントの使いかた . 32 

7. Wlndcuvs®95 をセットアップする . 33 

B. WirxJows®95<7>® いかた . ……38 


9サスペンド_とスピーカ S ■を股足する 42 

10. フロッピーディスクドライプユニットを R 0 R けるには44 

11. フロッピーディスクド5イブの®いかた ■-••• 46 










リ WinBook Bird の機能を知る 

WinBook Bird の主な费能や特 S を紹介します • 



癱ペンチイアム 150 MHz 


•280(W)x216(0). 薄さ 39mm« 的 2.2Kg 



メモ _J 一 

■大 48 MB 家で增 


•800x600 卜，ット . 

1 1.3 インチの SVGA 対 J 5 

• TFT カラー液墨ディスプレイ採用 
參最大28万色#示が可 • 


•マルチメディア««の16ビブトサウンドブ9スタ 
PWO 互操” 


I サウンド! iK 播藏 


• 135 GB 鶯 Wrt 大 B ^ HDO 蓍瘭 


拳内* IFAX モデム用ス CD ッ 


參 PCMCIA カードス〇ッ 
TYPEnx27a 5 rh 1 »た® 
TYPED XIスロットそ櫸 liilfll 


•モノラルスビーカ 


•3 モード 3.5 インチ FDO を«雄巧能 


參グライドポイント IKMHI 



•3 モード 3.5 インチ FDO % 勘■用* 
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• Windowsc ^ S をプレインストール 


•インターネットエクスプローラを 
ブレインストール 

參 TranXlt 2 をブレインストール 
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梱包の内容を確認する 

ソーテック WinBook 日 ird には，本体の他に次のよ3な WUffi とソフトウェアが含ま 
れてい*す • ノ t ッケージを明けたら，不足 S がないかどうか# S してください。 



) ハードウェアと付属品 



•パッチ _ J パック •八ードディスクドライブ 

(本»に W ■されています。> (本体に袋着されています。） 


• Windows °95 パッケージ # iR 用ディスク5ベル 參スブリッタ 



务稽ドライ/【の/ C ックアップ用 


イ 


• FDO ケーブル 
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J インス I ^ ールされているソフトウェア 

次のソフトウェアは.本体に装 B されているバードディスクにあらかじめインストー 
ルされています。 

參 Microsoft Wlrvdows ^95 

米〇マイク〇ソフト社6项!発したコンビ ュータ のオペレーティングシステムです 0 
同時に複数のアプリケーシ3ンを哭行で？る「プリエンティブマルチタスク環埔 J を 
実現するとともに、グラフィックを使ったインターフェース < GUI > を持ち，グライド 
ポイントを®って*申にコンピュータを}*作することができます， 

また、八ードウ I アの迫«1などが_雄〖こで U る「プラグアンドプレイ」や、アプリ 
ケーシヨン H の遲携フレイを実茨する rOLE 2 ム地のコンピュータとデータや«器 
を共有したり«子メールを送受«できる「ネットワーク」两舱、ビデオやサウンドを 
再生できる r マ y レチメディア J など、 H 々の•描載されてい，す e 

Winck > yvs ®95 の詳しい使し〗かたについては、付■の Windows ^95 のマニュアルを 
お S 6 みください0 

參 インターネットエクスプ□ーラ 

米国マイクロソフト社が関発した Wlrxlows ®95 等用の WWWfWorkl Wide Web ) プ 
ラウザです，インターネットセットアップウイヴードを使用することで，インターネ 
ットとの««に KJ する設 3 E もほとんど自動的に行います • また. WindowS ®95 と問 
じインタフェースを持って IA るので，ドラッグアンドド□ップやシ3—トカットとい 
った(■雄な#作で、インターネットの世界を系しむことができ*す。 

インターネットエクスブ□ーラの辟しい«いかたについては、インターネットエクス 
ブローラのヘルプをお tt みくださし、 


•TranXit 2 

TranXit (トランジットと B む)は、 IrDA ポートやシリア彳けープルを使って、コンビ 
ュータ問でファイルのコビーや移 W 除などのファイル标送を行う WlncJows 用ソ 
フトウエアです， 家た. 2台のコンピュータ間でファイルの囘期をとった01クリッ 
ブボード内のデータを板达することちでさます， IrOA ボートを持つプリンタと® S す 
ることで.ケープで接轿することなく印 0 j を指示すること&できます.. 

TranXit の W しい使いかたにつし、ては， TranXit の Readme ファイルをあ R みくださ 

IV 


苗 [yrQa 邸命 i-rs 
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3 J 


各部の名前と襪能を確認する 

本体各部の名酌とその**について R 明し*す*なお、刑のベージで S しく税明され 
ている®分ちあ0ますので*梦薄ページち倂せてお R みください • 



J カ パーの 聞け閉め 



カバーを W けるときは、平 W のノ 
ブを押して • 見やすい角®*で麴 
き*す。 


J 前面/上面 


カバーを ffl じるときは.ノブが口 
ックされるようにします •（ ON の 
* 求カバーを閉じるとサスペンド 
« ffi に入るよう.システムコンフ 
ィグレーシ3ンメニューで設定で 
5ます,） 



❾艽 * LED 


❿霣灝スイッチ 


❿リセツトスイ 


® PC 力ードス□ツト 


©ボリュームノブ 

モデムスロツ 


©LINE 

❿ MIC 


©SPEAKER 
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LCD 丽 

文字やグう 


❾充電 LE [ 


アラフィックび R 示され 承す • パワーマネージメントの SBC によりコンビュータが® 
作してし屯ければ、 自動的 (こ R 示び滴え*よラに する こともで きます。94 ページ》 

❷ LC D 固面の班度明整ノブ 

BBK 7： 印}るさを 3 W します- <パッテリ動作中は««が Rlt 的に IMI されます • > 

❸キーボード 

キーを押して文 r を入力した0、コマンド(©令}を送0索す。 

〇グライドポイント 

招を轻くのせて勒かすと.カーソルが移動します，（_32ページ） 

©ボリ:!ームノブ 

S 置を W 移します • （4 43べ_ジ> 

❻内 B マイク 

SP を コンピュータに®0込むことびで き，す。け60ぺー ジ） 

©ステータス LED 

を表示します •（4 2 S ページ） 

(DViOILED 

擊の狄»を#示します •（《♦ 27ページ） 

ED 

D 状败 S 示します，（今2フページ） 

❿リセットスイツチ 

コンピュータを再せ京す • （今31ページ） 

水ミ±童 HDD / FDO アクセス5ンプが点灯しているときに aW *0 FF にしたりリセット 
させないでくた•さい t データが WBT るおそれが》り»す〇 鼸* *0 FF 

にした後‘爾び電灞を ON にする!■合は15秒以上博つてください0 

❿罐源スイッチ 

WJS 在 0 N /0 FF することができます • また.パワーマネージメントメ ニュー の！ W により、 
サスペンド状寒にさせたり、ヴスペンド状*から 觀>作 伏明に R すことができ爹す • 98 ぺ 
ージ） 

©内 KFAX モデムスロット 

8! 充の內 BFAX モテムを取り付けるスロットです •け72 ページ〉 

®LINE IN 

CO プレーヤなどの 外部 オーディオ 戮器を拫規する ことによ 0. 外〇 の 费两を コンピュータに 
取り込む ことかで きます r (今61 ページ I 

(DMIC IN 

マイクのケーブルを 播《 することによ CK 外®のをコンピュータに取り込むことびでき 
ます> 61ページ） 

©SPEAKER 

外明スビーカのケーフルを按«します • S 興は ステレオで出力されます • 

A 注童ヘッドホンやイヤホンは供しないでください。突然大！5な甯が•り«力钃霍 
在: C こす13それがあり家す* {今61ページ） 

© PC 力ードス□ット 

PCMCA 網力ードを*雇し求す。<46少<-ジ} 


gs0[»sfv 雜雜埘 i-rs 
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OHDO ス□ット 

HDD カートリッジを IRW します* K 78^-y) 


U ンビュータが ttff 中は HDD カートリッジを取り出さないでください • 

❷パッテリパック取り出しポタン 

パッテリパックを取り出すときにこのボタンを押します，（今28ページ） 

A*±S AC アダプタを接«していない状籲で、コンピュータが動作しているときにパ 
ッテリパック奄取り出さないでください。 

❸モノラルスビーカ 

モノラルスピーカです • 60ページ） 

〇パッテリパックス□ット 

パッ，リノ C ックを«眉し承す • 2B ページ） 

©外部キーボード/マウスボート 

PS/2 キーボードや PS/2 マウス(添付のスプリッタび必»)を»«することができます • （吟 
81ページ） 

❻ IrDA ボート 

亦外投を®つた#*データ*«甲のポートです。《今 B4 ページ》 

©OC 入カコネクタ 

忖風の AC アダプタを*«します，（呤26ページ） 

❽シリアルポート 

モデムなどのシリアルポートう® a 雄 M を 扭《し 家む ® 辨 rcOMIJ に 設定され ます 
け 、システムコンフィグレーションで rcoM3j - rcoM4j に s 足ることができ，す* 

(-#9cx<-y) 

❾ブリンタボート 

プリンタを » r します • パラレルボートになつており - a 常 rLPTij に投足ごれ承すが，•ン 
ステム：)ンフィグレーションで栢の*^こ変更で芒ます •（4 91ページ） 

❿外部 CRT ポート 

外部 CRT ディスプレイを》«し茨す，82ページ） 


❿フ□ッビーディスクコネクタ 

フロッピーディスクドライブユニットを格段することができ袤す • 44ページ) 
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d 底面 



Offi»RAM ェ U ア 



❶ ffi 强 RAM エリァ 

モジ3—ルを811し，す- <«♦ 76ページ J 

❷ ベースステージ3ン用コネクタ 

ベースステーションと » H すると5(こ使用します a (今104ページ） 

©内 HFAX モデム用ス□ット 

明 WW«FAX モテムを C 0 何けるためのス□ットです • 72ページ) 
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J ステータス LED について 

コンピュータの ftft 状®をステータス LED で表わし*す。それぞれのマークと点灯状 
祖味は次の通りです0 

〇充電 LED ❷ IKBLED ©HDD アクセス 9f=DD アクセ;^ pCPUttll 




FA 




❻ NUM □ック❼ CAPS □ック © SCRL □ック 


ぐつ ^tMLED 


① &MMIED 

C^\0 ❸ HDD アクセス 
f^j OFDD アクセス 
=^_ ❻ CPUtt 明 


©FDD アクセス 


❻ CPUtt 明 


©NUM ロック 


OSCRL ロック 


充電の状醱を!！示し S ： す-27ページ） 


状»を»メ示します•〈疇27ページ> 


八ードディスク，末たは COAOM ドライプへのアクセス中 


八ードデイスく 
に iMJ します， 


フロッピーディスクドライプへのアク tZ ス中に! W ] します • 

CPU のスビ-ドに応じて色び•変化し求す。通常のスピード 
で H 作しているときは W ® 〖こ点 n し3：す> CPU スピードが 
nowj に投疋さ n ていると5はオレンジ色に点灯します • 
NumLK キーがロック状.■のときに点灯し》す.この 
でニューメリックキー(テンキー)び flw * す* 

CPLK キーがロック状®のときに点灯し3：す • この状#で 
シフトキーを押さずにアルフ P べットの大文字を入力する 
ことがでさ求す t 

SC / LK キーが a ック状釀のときに点灯します，この tt # で 
のは、アプリケーションによ OH な0ます， 


jH HOD/RDD アクセスランプが点灯しているときに電源を OFF にしたりリセット 
させないでください。データび a 壞する19それがあります • また、霉灝を OFF 
にした後、再び M を ON にする■合は15枚以上待ってください • 
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AC アダプタの接続とバッテリの充電 

本* S の 3 LR は，付■の AC アダプタを使って AC コンセントからとる方法と*バッテ 
リパックを®う方法の2遇ります.』 



初に使うときは • • • 

バッテリがフルに充電ご n ていない伏*<十分に充«されていない状©》で出荷さ ru 
パッテ1/パックには紙がはさま n ていま？，»初に*お®いになるときは、28 
ページ「バッテリパックの交換 j をお R みの上、絶*紙を取り外してから充電を行つ 
てください • 

( JAC アダプタの接耪と充® 

AC アダプタは* ACII ンセントから爾》をとるときだけでなく*バッテリパックを充 
電するときにも®います*ま充 I!中も本製£を ft 作させることができますので、 
お興い上げ後*初に使うときは.家す AC アダプタを接班して.充驪しながらお使い 
ください。 

胃付*の AC アダプタ以外は、絶対に使用しないでくださ Uo 

7 AC アダプタのプラグ耷 . 本体の後ろの OC 入カコネクタに * し込みます • プラグのも 5— 
方を AC コンセントに》闭すると、充矚 LED&^fa に甬滅し、充電びまります C 



^ 充 «LECW!^W« わつたら元電オ終わ0です r バッテリのみで35使いのと5は AC アダブ 
夕を取り外してください* AC 電 B でお (1UD と5はこの求まにしす • 

(充電わると • 電»び ON のと¢151*の 》 W 1. IM が OFf < D ときは濟に99茨す • > 


主 Not ^] 使用で$る AC _» は仰ボル K ? 

本**に:5”の AC 7 ダプタは、 HX 3 V か今 240 V まで 
して ISDB 動的 I .-03?) 霤 DO , すので洚，など r ち C * 
し\に夺 ny す^〈•外で®ラと c は.プラクの m 状かる 
ことか¢0承すのでご ^ i ください • > 


{|^°1充耀晒髑について 

金く？ ytcrri てい《い《碧からフル充 _< rn る yrctf . 
■澤 tfON のと erj 杓？6〜 24«_. «び〇吓蒙たはサ 
スペンド《1•のときは102〜3«_かか9 y す* 
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充電 LE □の意味 


ma 

ac アダプタから亀©が供給 c：n ていないか，パク t リパックぴ正しく81 
されていな tu «® です • また.充電に■し rtwr 条作を《又ているなど.こ 
nw 1•充爾で5ない_こあり求す. 

綠祕如 

バフテリが ico ^ -5 CWb 形 trn てい5坎， 

國色の成灯 

パッテ U だ4分ル-25%^钃され•こいる U 等 

オレンジ ft <0 沿 

f c ッテリか24%-1 oh 充霉ご nr いる认¥? 

オレンジ ft の voi 

バッチパヴ无■ご nr い“いか. 〇^-^气爾-れでいゐ以霰 

嫌内の洗《! 

漫在？!*中です. 


1通 LED の意味 


；« ft 7 

MaOFF の《«て 


AC アタフタで奮 Ht して H L 

Wft の财 

AC アタブタで動作して¢50.サスペンド卬です. 

罈秘明_ 

蠓&の《9崖 

パッチ 1 」て_(，してい 5 TT , 

パブチ jrn ， して co . ブスペント中で 


J バッテリ残置が少なくなったときは ••• 

パッテリ残麵妒少なくなつてくると、次の明で罾 S を発します • 



パッテリ残讎 10 %床肩 


► CPUW«« 示 LED がオレンジ色に変化 
約24秒おきに靨告音が明る。 


パツテリ残鼸5%*肩 ► 強制的にサスペンド伏魅に入るか、》たは 

lies だけを W 5 すか的8秒おさに_る)を B 
択で ff ます • （今98ページ） 


鳙告が発せられたら •• ■ 籲 AC アダプタを接 R して充«する 

參充みのバッテリパックと交換する 


，てッチリ/(ックは*パッチリ齡作中に交摘することはできません，必ず28»：- 
ジの枳明にしたがつて交換してください* • 

A ^：?； バッヂリの殯■が少ない状明でアプリケーションの操作苓«けると、データや 
ブ□グ5ムファイルが消えるなどの學放が«生するおそれが¢0ます p パッチ 
U がすべて痛くなると、アプ U ケージョンの使用中でも電#が切れ袤す。 CPU 
ttM 表示 LED がオレンジ色に*化し、ビープ貧が w つたらすぐにデータ驀 ti _ 
ブしてください， 


/てツヂ U 眘朗杓するには ••• 

使レ《わった5すぐ U _«， frOFFl こ7る. 

マネージメント** €SCT す*代こクローパルスタ 
ンパイ！!*死角¢5にして《くと功果的です ■ 197ぺージ> 

7スベンド®*を霣 M にす e * 142ページ I 
•芬るべく.バードテイスクにアク tz スしないように7る • 


!_ a l リチウム電油について 

本は.バッテ U パックの性にリチウム■在げ内戴され 
ていコンビ ユー タ内やシステム D ンフィク 
レーシ a ンなどの内»は. u チウム_泊によって«鳍さ n 
ていらずので，パク，リパックを取 D 分してわこれらの内 
W 典え S ことは&0*11ん， 
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j バッテリパックの交換 

A 注南付属のバッテリパック以外のパッテリは鼸対に#用しないでください • 漦匕 
パッテリパックの分解や OTL 火中への投入.加齔鵰子の！8_なども ft 対に 
行わないでくださ I 、蠼«し fcD 火炎鱟起こす C それが® 1 

2 ページの r 本 HS を正しくお使いいただくために J 6必ずお R みください • 

パッテリパックの交換は、電源 VOFF のとき • もしくはサスペンド時か AC アダプタ 
で*■を供 B しているときしかできません。 

電 JBLED が嫌色(こ点灯しているとき‘バッテリパックの交搞はでき*せん • 

7バッテリパック®り出しボタンを. 〇の矢田の方向にスライドさせながらバッテ ij パック 

を引き0¢家す • 



^ 本 sa をて使うときはここで«鑤《を取ま？> 

d 交揆用のパッテリパックの_子 H び興に入るようにして，ゆつくりとス□ットに*し込み 
求す • ここで取り出しボタンが a ックされているのを明 E してくださし、 



fwcrd | サスペンド 

サスペン K«HE とはアフ L « r _ シ3ンの*:そ中に電 J%OFF 
にすると翼在の状•そメモリに保存し.電 JI 史〇味こしたと 
きに队 OFF にす必霣®と《じ《•で數作させる讖*で L 
使つているアプリグーシ a ン％_ 了させることなく fF 箏想中 
吐でき.，ぴ作*を teJos ときにもアプリケーシ3ン fear 


しな！^必賢があ 1 ただし，サスペンド ttf ■で ft つ 
zb . 少■の罐力が濟 nan てい冢7ので.バッ T リそ*コ 
てい¢¢5に長__この状擊の家，にして》くことは 《BtM0 
で5承せん • この ■* は WlnrtM*596^0 スタート系タン弩 
クリシクしたと€に表承るメニ:！一から r サスペンド j 
，蓽ぶことで霞行さ n， す • 142ぺージI 



4 K 実に fW されているのを# B します. 

パッテリ容置インジケータ 

パッテリパックには、パッテリ S ■を 》 K することができるインジケータび付いてい 
ます，パッテ LI 容■を 》 S 8 するには褙に》るポタンを押します❶点灯伏!*とパッテリ 
容讎は次の通りです。 


織か D « W 7 

ac アダプタ？使用しか.バッテリが icc « fe 〜5 o ^ 充電亡 rva 滿坎糖 

饋色の!^ 

バッテリか49%〜25%充電さ nt レ砀状* 

オレンジ色〇成打 

バッテリぴ24%へ1さ rrc いる饮« 

オレンジ ■<&.« 

バツテリがさ nr いなし办、9%〜1%充電211てレ必«» 

5 HTT 

バッテリの交*(^必»です《 


AC NJ AUvd Q 茄 m fv ^ vr HIu Q ^ffi 



5 ノ 


電源の ON / OFF とリセット 

電 ® の ON/OFF とリセットの方;2について 8} 明します • 亀 iJp を入れる肺こは、 AC ア 
ダフタが播«されているか、もしくは、パッテリがフル充颺ご n ているかどうかを播 
K してください，なお、出荷均には. B3J0N の状*で B* スイッチを押すと電»か 
OFF になるように SS されています.サスベンドさせる場合は42ページをお8¢みの 
上，投沈を¢5してください， 


^電源の ON/OFF 

7 本体の KB にあるノブを拜してカバーを两い t ください^ 



e 本偉の5雋面にある電釁スイッチを予 it ! にスライド芑せます. 

1 W を OFRCT るときは、ちう一 wag スイッチを手的にスライドさせま？ • 

または. Wf > cJo « y ^95 か 5[ Windows ^>» T ] を* f ? したと 2 に#示さ n る [Wnctows の 
終 T 1 ダイア〇グポックスから【コンビ:!瞻夕の**を切れる状®に？る i をチ i ックして〔は 
い】を*好しても.に驪*び OFF になり》す， 



お W い i ■げ渙 SJ め rtt» を ON にしたとぞ 
は. Wp <3 cwb «95 它ットデッブプ□ク， 
ムが紀Vし末す，グぅイドボイントの* 
いかた(今32ページ1を霄えてから .t? ッ 
トア.ン—:^してくだれ V 


A 注畐 HDD / FDD アクセス9ンブが点 fl していると ffC »* そ OFRC した D リ t ? ット 
させないでくださ L 、 データを BWIT る B それが«0袤す，蒙た k 爾灞费 OFF に 
した黴、 W び電源を 0 W にする場合は15»以上寿つてください e 


l Noto l «« LEM)*R 

調 C _M か OFF の t» •擊です • 

調®の占 fl AC アダプタで IKVP 
_色の痒* AC アダプタで黻作中 I サスペンド伏 
wa の戴 fj テリで twro 
罎色の由* :バッ，リで嘗中<サスペンド状零） 


m 


JWLH) の IK 

fc アタフタか 5 U が供•給さ nrt •你いか. 
パッテリび歼钃 sn てい省いパ•ノテリ 


バンク 


jtf^nzryr^ 

び ie しく g ■ご n 
m^an : oc ^ r -50 好霞勒 

，ン色 r « a へ l 先充電？ n て v 


n て c 省 mrji です* 


オレン 






30 




j コンピュータをリセツトする 


新しいドライパを組み込んだり、 ra 辺*器を ism したときなどは、そ n らを ss させ 
るためにコンピュータを内 fe*s させる必要があります。 

a 衆. Wlndow ^95 の W 合は，ドライバを組み込 C 特や®器を碁»してハード 
ウェアウィヴードを突行するときなどに再 KK を促すメツセージが5示され. [0 K ) 
もしくは[はい】をクリックすることで冉 e 動させることができます d 
また、 [スタート】メニューから Windows ®95 を！?了させるときに「再 IS 動」を遍ん 
で两起動させることちできます • 

丙させるには.このような方法以外にも • ソフトウェアリセットと八ードウェア 
U セツトの2«りの方法が 3BtK それぞれの状況に応じてどちらかを寅行し3*す* 

水5主审むやみに u セット蓍かけないでください • 一 a のアプリケーシ b ンでは•正し 
い方法で鰣了させなければデータが谓失したり，作鑽ファイル〇 1 残つた，3?に 
なる！•合が®ります， 

ソフトウェア U セツト 

断しいドライバみ込んだ CL MS.DOS モードでの使用 W に AUTOEXEC BAT や 
CONFIG.SYS を痛き»えるなど，おもにソフトウェア上でのシステムの変更を反眹 
させるときなどは、次の撺作を行コてリセツトさせます • 


M < t > ri (! 


f —を raw に押す 


八ードウ I アリセツト 

«たに用辺《器を搭«するなど，おちに八ードウエア上でのシステムの変更を反映さ 
せるときなどは、次の#作を行ってリセツトさせます。 


図の位■にある、リセットスイッチをポールベンの先などで押す。 


リセットすると Windcws ®95 が 
内_します。 



リセットすると、セーブされていないすベてのデータは消龙てしまいます • 

サスペンドの貪行中に八ードウエアリセットを行うと，保存されていないデー 
夕は*えてしまいます， 


拥匏 QON/OFFrYutzvc 了 
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グライドポイントの使いかた 

本*には.マウスと r じ役割を*たす r グライドボイント j と左右2つのボタンが 
S * されています。 Wlndows ®95 では • これらを使ってボインタ(力ーソル)を»か 
したりクリックすることができ求す， 


△注意 


/一 卜蓍はがしたりしないでくだ 


たもので触れたり3 
さい.故爾の*因となり ST ， 

2本以上の播や手»苓した指. * た.霜れた指などで操作しないでくだ*い。 
正爾に|>作し*せん， 

ポインタは觸 K 触れるだけで勤作します，必黌以上に力蓍入れたり嫌薄な资勢 
で*作すると • W や手菌を傷める霸 W となります. 


〇画面のポインタを動かすには ••• 


グライドボイントは，本製 ffl のキーボードの手 K 中央に350ます • グライドボイント 
のパツドに报を*れて好く動かすと.里®上のポインタがその動きに応じて»きます。 



^クリック、ダブルクリック、ドラッグするには •• • 

クリックとは，ポタンを1回押すことです 4 パッド上を 1 S たたくことでもクリック 
できます • ダブルクリックと «• ボタンを2回押すことです • パッド上を2豆たたく 
ことで6ダプルクリックできます。 

ドラッグはアイコンなどの上に；«インタを移! B し，左ボタンを1回押しなげら（パッ 
ドを1@たたき）指をパッドから K さす龙かしていきます， 


パッド 
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左ボタン 右ポタン 


/J Windows ® 95 をセットアップする 

お H し U: (ブ後初めて S3? を ON にしたときには、まだ、 Winc3ows®95 び®える ttW 
にはなっていません。《使いになるには、 Windows®95 をセットアップする必5が 
¢0* す， 

パソコンの鬌源を ON にする钔に、フロッピーティスクドライブユニットを本体に播 
«してください • 霑*を ON にし.メモリーチェックが輅わると Wlndows®95 セッ 
トアッププログラムの20面が*示されます，次の手«で.セットアップを行ってくだ 
さい。 

主胃再インスト"■ルに必竇な®*ドライ パ Tran)0t2 ディスクおよび95セットア 
ッブ起動ディスク蓍必成してください。 

ft 種ド9イパーのパックアップ用のラベルは， * 付ラベルをご®用ください （« 
ドライパーの名称は1¢着されていません乙 

袤た、 Window ポ B5 のディスクのパックアップにもご#酬ください《 

フ〇ッビーディスクが»»!さ nr いない状: II でセットアップ《行うとエラー费示 
されます，その篇は、パソコンのを一蜃 OFF にした雄、フロッビーディスク 
を格縞し、再度せットアップを行ってくださいI 

7 セットアップの初明田 a び s 示さ ns す • @ キーを挎してく;2さい • 

^ ユープー惆報をし求す • 名««入力して [Si〕 午一を搾し，6社名を入力します•入力 
が輅わっ fc ら CX へ>】«クリックします《 

3 ライセンスについての_か«示されます • «み!?わった 5RX： へ>】をク IJ ックし家す • 

4使用并路奚灼醒か*示 an 茨す< R み转わフたら 【w 霞する】のところ(こポインタをのせてク 
リックし.【次へ>】をクリックします，【©謬しい】を*ぶとセットアップできません. 

〇 rwndcrws®95 パジケージ J に»付されている 「Certificate Of Authenticltyj のパー 
コードの上に 記述され ている [Product IDJ を入力し求れ入力び1»わった E> 【次ヘン】を 
クリックします。 

〇コンビュータの* 5* 议疋を行い汶す。 r 次へ>】をク U ックし本す • 

7 デバイスのインストールび始ま0ます c 投定には R 分かかります. 

「コビー完了 J と费乐されたら m】 をクリックし求す • 




8 セツトアップ完了のメッ tZ- ジか表示ごれます： [0K】 をクリックし求す • 
9 Wfi •され、 Wirxtov^95<D 起 Dffifi が表示されます • 
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10 ハードウ i アとブ 5 ダアンドプレイ定か • 行われます .» 定には齩分かか〇茨す • 




17 s » o > aw » ホが■に行われます。 

(コント C 3— ルパネル—【スタ-卜】メニュープ〇グラム- W ヘ^プ— MSD0S プロ 
グラム— Mkcrosoft Exchange ) 

I 含[プリンタウィザート•】■面が表示されます • 

. 本製 S に推 ft てでるプリンタそ BH ! B の場合は CX へ >] をクリックし.ウィヴードの?^ 
にしたがってプリンタをインストールしてく CS い • 

• プリンタび爾い場合は【キ作ンセル]をクリックします。 



m 〜 1 


方 3 旧时と两刻のブロパ，ィ lacs が表示さ n ます。 

[タイムソーン】で、本製 ffi を使角する«所を没定します*日本0内でお使いのと505史 
する£ 4 .變才350まなん， 



J 4 旧 n と 55 和のタブをクリックします. 


•に 


W 6 が翼つ ttC なつた3 • • • 


龙曹羚さ似！^*くと.詹に fi 由 R 示わ^ 
又ること¢ N 60ます* 

ma . パワーセービング _ KtiEE して v 必と e に v の一 


tz — ピンク IMT 二入フたことにより 5® が i % t たらので纽爾 
で3¢り家なんかのキーを瑪7とめ表和；: SD ; す • 


パワーせービンク織 ftcD « T につ t 〜て队9¢ページ r パつ 
一せ一。ク WK^KJ ください • 
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A 注童カレンダと Wlty 颺遽つていると、データファイルなどのタイムスタンプが M 
a つて 16 嫌され，データ*新明や他のパソコンで作成されたファイル蓍 r み込 
んだときなどに曲のフ: r イルと Her 性がとれなくなります n 最悪の！*合 . mr 
必黌のないファイルが消されることも》り 3 ：すので、必ず正しい日付と wn を 
探*して《いてくださ IV ， 

7 5日付と«刑を合ゎ廿ます， 


クリックして月を a ぶ 



雜 しで 


キーで贫字笮為して 
から、正しい时剜を 
キー m —ドから入力 
(▲▼7 ft タンで • 
£送りさせることち 
で!5ます。） 


16 IBC した日付と時刻こ明 it いな:いかどうか通肪し， [* 断]をクリックします， 

用も#史していない_合は[*相】は我示さ n 爹せん《 【 w じる]をク IJ ックしてください • 

77【 ok ] をクリックします， 




田 n を見やすく！®しましよう 

こあるノブ％スライドさ tir . の 


11®¢見やすくなるよラに»してくださし、 



35 







18 Micfosoft Create System D:sks 作成涵 fc •表示ごれ家す. 

すべての頂目のバックアップを巧います，狂お • ディスクの作成は tr ットアップ路了®で 
も*行できます • 37ぺージ note》 


D 

姿 


；： 70 作成するティスク T? ットを選択す * 思面が表示されます。まず COROM セットアッフ Ett 

4 ディスクを作成し李す。 

ド 195 セットアップ e* ディスク (CD) 】 W8 択 (反明示、 されているのを躞 KU は 

へ > 】をクリックします * 

20 I 校目のフロッピーディスクに . 【マイクロソフトウィンドウズ 95 CD-ROM セットアッ 
プ *? 動ディスク〕と ■ かれたラペルを貼〇.フロッピーディスクドライプユニツトにセッ 
卜し茨す。セツトした : nx へ > 】をクリックし承す， 


jIM 把••施，似咖 



•UfMfYfOMH J 


• » 一 

izr* I ••令 


21 フ方ーマットされていないティスクや、データが入つているディスクがセットされている 
ときは、フ： y —マットしてもよいかどうか夺 KK するメッセージび*示され末す，フォー 
マットしてもよしヒ亡は.【は t 、】 をク U ックします • 

コビーび充了したら. [* 次へ>1をクリックして.フ C 3 ッビーディスクを»〇出してください • 

M 予躍 M9 〜21と RWM こフ匚ソビーディスクを入广»え，以下のバックアップを作成してく 
ださい*作*したパックアップ用フ a ッピーディスクには.灼颺の•凡用ラベルにディスク 
名を K 入して. WOttt ブ大切に，蕾してください • 

WnBook & rd ドライパーディスク 
Gild Point ド9イパーディスク 

• CST VGA ドライバーディスク 

- ESS サウンドドライパーディスク 

• Trenxits 

•95 t ? ットアップ Sfcx ィスク 

Pi ? [次へ>】をクリックすると.手1118の BSi に饜りますので.【本ヤンセ JI /] をクリックし爹す。 


1^) 95セットアップ起動ディスク < CO > と. 

95セットアップ起動テイスクの遘い 

361:•，卜 F ププ應3_アイスク « CO !« 象 ^ Mrvyi ^^ OS ^ P ! メンスト 
ールと C 0： 使秀 I し冪す • こ©ヂイ X ク C 3. IT 纖の r マイク G ソ 
フトウィンドウズ 9 S ジトァソプ JM 7 イスク J と藝か 

ntw 賣 I 6 DM け t 大切に«し t < ださし W 


95 tr ットア、プ K * T ィスジは.節こ»〇0く5つ 
fc と C Ctt _ プ D グ，ム，寅6し!，ためのア ' スクで 
す • こ0?ア4スクに iJ . fTJ ^ A 明5べんに 「 SB ， •ノト尸フプ fiH 
ディスク』と鼸•ぬ镰' is り^ rr 大〇に®雷してくだ2い • 
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A Wlrx ) a ^®95、 各櫓ドライバおよび Tran Xit 2 の再インストール(こついては、 

Wlndows ®95 の後にデスクトップ田面に5示される f 始めにお»み下さ 
し\|在こ*下さい • 

「>«めに Blft み下さい J に書かれているとおりにドライバーなどのインストール 
を行わないと I Win Book Bird の传期を充分凳揮できなし对かりか. 一 M^tt 
吃!*?** r 作しなくなる裹合があります • 

含今システムディスクの作成を俘すメツ12ージの«示«どうするか泣震し承す。 

シス？ムディスクを作成し坏かつたときは、システムディスクの作成在®すメッ t ? ージが 
Wlndows ®95 の g » W に表示されます》 

▼系タンをクリックして* メッ tz - ジの表示0¢を®定してくださし、 



存^■■細 


2〇 [557】をクリックし求す. 

2 b コンピュータか均 e « さ n ます • 

Wimlcwa ❶ 9& COI ?«( M 5 に《いてデスクトップ晒び A ラされ家す。 

27 rwindows へようこそ J で^ Wlndiws ®95 の檐拒や便いかたなと夺知ることかでさま 
す，この面面を聞じるとさは【明じる]をクリックします。 


f ^ te ] あとでディスクを作成するときは 

タート jffy ン * クリメクし . メニ i_«r I プロプ ^» ム 1 - I アク 
C7 リ I - I シス 7 ムプーレ 1 -|Cr«*a:o SystcfTi 〇 5<3! «*'■ 
と . Wicrnscrt Cray.o Sv 欲 tm Ctf*^eiW»^«T2nT7. 

乎兩こフ Ely ビー T ィスクが曼い蠼 S などは . WcroMf. C ， e0te 
^eT«m Ds>.v%aas でン tziU モクリックし.一道ゼケトア 
• ノフ垮驂了してからヂイスク WW5 して <.CCL 、 


押。1 Whdcuv 3 ft 95 か Bn しなくなつたときは 

■■ つ Jt シス r ム Jtet 行つたり . か真謂 H7 し 
にととは ^» こ 1 〇 _ で 5 な 〆• なることが》〇 1 甘 _ このと c. 
fS-.aUn« Wro^^5; と肝；：れて 1^ 爾に ® キー 《 !®T と ft 
•T.cn る # メニ ;2— で S9te モードを憑 f? ， ると . «*CC«3K：^ 
なく摹本的 ttifitt だけで t 鐘； rt? るこ《びで * »»• « しぐ J 
7: ユアルセ 》 !^<Rf:?vu 


windows®9(Jlf«1zNC 了 NJu/u^dJ 
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Windows ®95 の使いかた 


Windo 的 s®95 は、アイコンやボタンをクリツクするだけの籣》操作でアプリケーシ 
ョンを操ることができるシステムです。アブリケーションはウィンドウと坪ば n る柃 
の中で勤作し，檐教のウィンドウを W いて、ウィンドウからウィンドウへの文宇や B 
像のコビーを g 荦にでき*す t また，2つ以上のアプリケーションを司時に実行でき 
ます。 

ここでは、アプリケーシ 3 ンの法など Windows^95 の蔓本的な！*作方法につ 
いて R 甲し，す。詳しい使い方については • 付躅の Windows*95 のマニュアルや、 
SS いのアプリケーシ 3 ンのマニュアルをお长みください • 


Windows ®95 の画面について 


マイコンビュータアイ：!ン 

ドライブのアイコンか表示され.中にある 
ファイルやフ7ルタを見ることびできます • 


ごみ箱アイコン 

W 好したファイルや 
フォルダを一井的に 
保管しておく癯所です 


スタートポタン—— 
クリックすると鼸* 
メニ：2—び現わ n , 
アブリケ_シヨンを 
実行したり * «々な 
を巧坏うコント 
ロールパネルやファ 
イルを*作 T るェク 
スフ〇—ラなどを g 
» で 

〈今4〇ぺ - y » 



タスクパ- 

5?行されているアブリケーシヨン苓 
■えることがでさます，右 fi « に 
は时計などが表示されています • 

(- > 40 ^-*^) 


ポインタ 

アイコンやメニューなど 
を遇んだ0,ウインドウ 
をの CT 雷^:5さを«え 
ることで C 家す • 

(-»41ページ】 


«* を 0 NKIT ると Wind 0 ws *95 の g ® 两面げ S 示？れ、しばらくするとアイコン 
やタスクパーと旰ばれるものび*示され*す。この画面を r デスクトップ j といい* 
す： Windows ® 9571?.このデスクトッフ上でアプリケーシ3ンを実行し，いろい 
ろな作*を行います* 


> クリックとダブルクリック 

Wind0ws®95 の世界では，文字を入力する以外のほとんどすベての*作を，ポイン 
夕(マウスカーソルともいいます>を®つて行い.アイコンやメニューの上にポインタ 
をのせてク U ックすることで©理を実行できます。 

クリックとは.マウスのボタンを押すことで.本»品には • マウスと同じ役割を»た 
す r グライドボイント J と左右2つのボタンが««されています。 



パッド 


.のボインタが 


m を « n て«かすと 、 isBLt 
そのこ®じて動きます， 


右ボタン 

右クリックするときに押します • 

では、むクリックするとシヨ • 
カツトメニューが*示さ n ます • 


左ボタン 

左クリックするときに押し求す，クリックは2«翊あります • 


故クリック 


>タブルク 1 j ック 


パッドを1回たたくこと（またはボタン 
を ih 押すこと-メニューやアイ：)ン， 
ボタンなどを選択した〇、ワープ□など 
で文7•入力の位■を決めるのに使い，す 

パッドを2回たたくこと（またはポタン 
を索；く R けて坤すこと • アイコン 
を*んでアブ U ケーションを;すると 
きや、なにかの ffl ® を实行すると5に使 
レます • 





I ドラッグ&ドロップ 

ドラッグとは、アイコンなどをクリックして*んだたま*の状»て•別®場所に動かす 
ことです • ド□ッブとは、ドラッグして動かしたアイコンなどを、その嫌所に匾くこ 
とです。ファイルやアプリケーションのアイコンなどを別のフ7ルダへ移動した〇、 
ごみ箱へ入れて胡除すると5などは、 * ず、アイコンの上にボインタのせ、左ボタン 
を押したままパッドの上で指を動かします。目的の壩所まできたら、そこで左ボタン 
を*し*す。 


ボタン«[すと_ 
ド〇ッブされ、 

ごみ》か？に入る 



友ボタンを押した 
なす 


windows®950 荊 cQ-r? 
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^アブリケーションを起動する 

アプリケーションを E 動するには • スタートボタンをクリックすると現われるスター 
トメニューを®います • （スタートメニューはキーボードから Windows キーを押すこ 
とでも、表さされます） 

マイコンビユ"-夕やエクスプローラから、アプリケーションのアイコンをダブルクリ 
ックして起»?せる方3ち®ります c 



1 【スタート】ポタンをクリック 


^アプリケーシヨンを終了する 



【朗じる]ボタンを 
クリック 


アブリケーションを切替える 

実行さ n てし％アプリケーションはすべて、タスクパーにボタン s 示されてい李す. 
ウインドウの後ろに®れているアブリケーションを一*前に s 示させたり.通小化さ 
n ているアプリケーションをウィンドウ»示して使えるようにするにはタスクパーを 
受います。 







) ウィンドウを操作する 

ウィンドウを動かす 

ウインドウのタイトルバーにポインタをの《て 、： E 
ポタンを押した求家パッド上で®かしたい方向に指 
を動かします。 





令 


rf 


ウインドウの大きさを自由に変える 

ウィンドウの松にボインタをのせて，左ポタンを押 
した**パッド上で宿を»かしてドラッグさせる 
と*ウィンドウの大きさを目由に*えることびでき 
求す， 

( B 大化の状梅では.変えることはで> 



1：^1外部マウスを接《したときの投定 

グ9イドボイントと P&/2 マクスは HK5 に C 用することび 
ど！5ら变«用するかはシステムコンフィブレ 
-シヨンの [CorroooentsJ - [GliaePont] の®^で切 
D 鳗兄葶す*デフオルトはブライドボイントび有効で7の 
で、 PS/2 マウス Stt 明するときは解货にしてください • 


外田 PS/2 マウスせ按枚すると？は.眾符のスブリッタが 
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9 J 


サスペンド機能とスピーカ音量を設定する 

実篇にアブリケーシ 3 ンを使う前 ! こ * コンピュータ本体の IW 句 R 境を S9 定しておきます • 



J サスベンド機能の設定 

には、 Windows®95 のスタートメニューから【サスペンド】を実行7ること 
で現2の状®をメモリに保存して SS を OFH こし、.を ON にしたときには、 OFF 
にする直前と同じ伏態で動作させることができる r サスペンド«能』載されてい 
ます • 

この#炬を有効にしておくと、たとえばワープロで文書を作成している®中で作*を 
中断したいと怒った場合，ワープ□を一 M 格了させることなく、■源を OFH こするこ 
とができます • 再び**を ON にするだけで霪》0^=の B 酌の伏®から作*を始める 
ことができ承す，ワープロを起動？ t ? てファイルを«み込む作*を古くことがで 
非*に*和です • 

出两時には、 B»ON の状*で驪*スイッチ5押したときにが OFF になるように 
K 定されています，このとき.サスペンドさせる壩合は，次の手#で設定を変更して 
くた•さ U 

I 日—マネージメントメニュー (4 94ページ)で， [EnaWePowefSa^MTel にチエッ 
ク在入れ？す| 

ビ Windows ®95 をすると r コント CD- ルパネル J フオルタ内に r パワーマネージメン 
卜 J のアイコンび ft 钃し求す， 

3 r パワーマネージメント j のアイコン*ダプルクリックし. r パワーマネージメント (p>:j 

下にある r# 章 j r i»«j r：y フ j の中から rweu を選択します • 

4 r [スタート]メニューの[サスペンド】コマンドの费示 j の中で r « に表示0 oj のラジ 
オボタンを on にし爹す。 

O [0K] ボタンをクリックし家す。 

6 霣费を一 soff にし， e ® しな？5します • 


B ^ l サスペンド醣 is とレジ：!ーム 

サスペンド次糠から角®爾 J そにし、，•を* Wi し fctt 
覼象で價慊すること％.レジ ユー ムとし裳す， 


i Nota l スタートメニューか s サスペンドさせる 

疋枣行うと. Whdows®95 の(スタ-卜】ボタンを 
クリックすると表承？れるメニューに【”スペン K1 が iIM 
これそ*ぶと,.スイッチ € OPF にしなくて 
ち- T ぐにサスペンド•レジ; a —ムさ T7 ることがで《ま 
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使用するアブリケーシ 3 ンおよび PC カード、モデムカード(こよっては 3 W ) 方法で K 
定できるようにな つてし V && のがあります。その a 合，使用するアプリケーシ 3 ンの 
マニュア j レの a 置設定の a 目をお* I みの上 Sffl してください • 
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70 ノ 


フロッビ-ディスクドライプユニットを取り付けるには 

本には、フロッピーディスクドライブュニットが苻厲してい*す • 

ここでは • フロッピーディスクドライブユニットの取り付けと取 D 外しの方法につい 
て3翔します。 


j フロッピーディスクドライブユニットとは •• • 

フ□ツビーディスクからデータを K み出したり*アブリケーシヨンをインストールす 
るとき、フ□ツビーディスクにデータを保存するときに使用します • 


フ□ツビーディスクからデータを R 
み出した〇,アプリケーションをイ 
ンストールするとき、フ D ツビーデ 



,'r\ アクセス 9 ンブが点 fl しているとき C ディスクを取り出さないでください。チ- 

夕が曲■するおそれがあります- 


〇取り付けるには 

付輯の FDKT - ブルを使って、フロッピーディスクドライブ;！ニットを外けにし*す。 



胃撥供の w には，必弩 OFF にしてください • また k サスペンドの状 
隳で摻供することはで If * せん，この場合.パワーマネージメントで■スイツ 
チの 機 tt 蓍〇 N/OFF にしてください， （ *#98^ —ジ） 
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j 取り外すには 


取り外しの«5には、必ず本の電*を OFF にし r ください*また、サスベン 
ドの tt 擊で取り外すことはでき裒せん • この■合*パワーマネージメントで ■ 
S * スイッチの嫌 K を ON バ DFF にしてくだ C い* ("4 98ページ） 


/ i \>^ jgj フ〇ッビーディスクドライプユニット1外付けで使用 T る，合.フロッビーデ 
ィスクドライブユニットの上にものを載せた?)、 tt •を M えないでください。 
故 I •の兩因となります • 


:lHlAxv>K VJI AvipMvc 了沏毋 a3:q: ^ n IJ 
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フロッピーディスクドライブの使いかた 

本*品には、 3.5 インチフロッピーディスクドライブユニットが付属されています & 
ここでは、フ□ツビーディスクの取り®うときの注意と k ドライブに它ットする方法 
について R 明します。 


sj フロッピーディスクを使うときの注意 

3.5 インチフロッピーディスクは.入力したデー5 
のです，取0扱いに®たつては次の点を十分注*し 


f を保存ヨ 
:ださ U 


3.5 インチフ□ッビーディスクは.入力した データな どを S 存するのに 嗲う 大切なも 
のです，取0扱いに®たつては次の点を十分注寒してくださし、 

また、フロッピーディスクを使わな合は，必ず，コンビユ_夕の**をオフにす 
る前にドライブから取り出して、 a 当な«所に保酱するようにしてくだ？し、 


△注意 



、け 



テレビやモータのような、生 
するばに■かないでください， 


枳日光の《たる華の中や. 9 IB 
の場希に■ひないでください*また. 
«〇»1亡ころに動 m \でくだ 2 v 、 





內影の C 霞メディアに■を付けるおそ 
n び®るため、シャッターを95け坏い 
でくださし、 


ラベルは，正しい位■(一投へこんでい 
袤す c ) にお粘りください《家た、別の 
ラペルを te るときは重ねて钻5ず、《 
のラベルをはびしてください， 


S Note l BWHie できるフ T ーマットは？ 

出衆，の状爹で u. 200 ftfi«sare トラックタ 
イブ I の7之 OCB . 2 HCXraWS«fiK ラックタイプ KD 
1.44 MB 1 2MB の«フォーマットのフ□ッピ•ディスク 
を H み霱5で G ま 


! ;Ntote 1 V 2 MB でのフォーマツトは？ 

I .2 M 0 のフロツビーディスクを賊可 R にする. 3モ ー K 
ドブイパ【出费货インストール濟み!はリード/ライトのみ耆 
ヴボートするちので，フ□ジピーヂイスクのフ尊ーマジト 
は W え*せん*また k ディスクか5«麯すること 
ちで9葶せん • 
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J データを書き込み禁止にする 

フロッピーディスクには，間 a つて保？？しているデータを讷した〇、上醫きされない 
ように.■き込みを*止(ライトプ□テクトといい求す)することかできるようになつ 
てし\*す。 

ライトプロテクトを行う(こはフロッピーディスクの襄側(金*の円«ぴ見えるほう〉の 
一方のカドにあるライトブロテクトノッチを勤かします。 

/—ライトプロテクトノッチ 

今今 

窗き込み可能霤き込み蜗止 tt « 

癱蠢き込み供止ノッチが Mur になつていると，フ□ッビーディスクをフォーマット 
したり.ファイルの Hff 込みゃ港去など0で S * す • 

•■き込み w 止ノッチが Tflr になつていると(四角い穴が閑いている《酚、フロッ 
ビーディスクのテータを消去した上■きした〇.逅加することはでき*せ/^ 

J ドライブへの出し入れ 

フロッピーディスクをドライブにセットする場合は.ラベル面を上側にし I シャッタ 
あるほうを先にドライブの中に捽入します B 
フロッピーディスクが正しくセツトされると、 FDD イジェクトボタン 0 飛び出し承す， 



フロッピーディスクを取り出すときは、 FDD イジ I クトボタンを押してください A 
フ D ッビーディスク?^少し出し、取り出 t ? るようにな D 袤す， 


VJ clvc flHl-f>Jv>KVJIAvi8 商 s:»r? 
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MEMO 
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キーポー ド操作に 
なれよう 

キーボード上のキーの位■と*斯.および文宇の 
入力方法について K 明しています • キーボード!* 
作にな n ていない方は必ずお r みください。 


J J JJ 


1. キーポード各 as の名前と概能 

2. 文字を入力する . 




u 


キーポード各部の名前と機能 

キーボードは、文字や K ， を入力したりコンピュータへ祖示を行う役目をもつていま 
す‘ ここでは.このキ_ボードの各キーの名 ffi や機能 ( C ついて SW ! します。 



ウインドウズキー 


キーは. その微睫によって大きく 3つに分けること〇^できます。 

ここでは • S 3 上.午ーボードにア S をかけて联明していますが、 » ffi のキーボード 
には色はついていません 6 

文字キー 

i に，アルファペットやひらげな，カタカナ，教手. K 弓などを入力するためのキーで 
T . 1つのキーに2つ以上の文；か WD 当てら n ており， 

姬は巨一のキーです)の S キーと絕み舍わせて目旳の文字が入力できるよう 
になつてい*す。 

使いかたにつし\ては、55ページ「文字を入力する J で»しく R 明してい*す： 

制®キー(薄いアミの部分） 

文字入カキーと組み合わせて爱ラキーや、入力する C ■を決めたり動かした0する t 
めのキー、および.コンピュータに対してコマンド(命令>を送るためのキーなどです。 
これらのキーだけを使って SS 文宇を入力することはできません。 


案 Note l キ•のロック状籲について 

キー<こは. 16^ T ごとに状葷〇□ック W 擊に 
なるキーと I WCCfl ずに筹したと C たけ徽117るキーめ 
2 ^ 0 ^ 09 - 9 . 

d ックさ n るキー wrt > e の 3« a のキーは. a ツク秋 
•になるとステータス LEDIWKI します • 






J システムフアンクシヨンキー(激いアミの部分） 

キーの一つである®キーと k フアンクシヨンキーの組み合わせにより、«示を 
LCDS 示にするか、 CRT (外 SB モニタ成示にする0、を切 0 H えることができます•各 
«能の歧扭については费照ページをお R みください。 

LCDR 示か CRT (外部モニタ)表示かを切り替える 

+ 1回押すごとに、 LCD のみ— CRT のみ — LCD CRTS ) 時の圚に切り 

ディスプレイについては，82ページをお# I みください” 


^アブリケーシヨンキー 

グライドボイントの右ボタンに相当するがあ0ます。使用するアブ IJ ケーシ3ン 
によつて.動作び興な0求すので.お使いのアプリケーシ3ンソフトのマニュアルを 
_してください。 


J Windows キー 

珀独で仲すと VVincJows 95 「スタート』メニューを表示し求す。次のキーと合わせて 
押すと Whdows 95 の代表的な*能びすぐに tt えます。 



WndowB95 のヘルプを»示 

4® 

4® 

ウィンドウの*小化 

けめ 

タスクバーに*ホさ n ている 

f ファイル名を#龙して W 1 J 


ポタンの切011え 


タイア□グボックス 

■Kin 

ェクスプ□ーラの Bfc 


f システムのブ oy (ティ J タイア□ク 


ファイル楼粟 ete 


ポックスを示 

4{〇；>11 

コンビ:!ー タの«索明 HR 示 






文字入力本"う 5. [• 々、ス l r h 

これらの文字に 




E 




^各 キーの 饍能 



® <D (& ® 


中止や中断させるコマンド(命令)を送り*す。 

OESC (エスヶーブ)キー 

設定を®り滴した 0. 寅行を中止すると3などに押します • 

❷ Pause Break (ポーズ • ブレーク)キー 

寅行されているちのを中®したり、ブレーク«号を送るときなどに押します • 


投定されている®能を呼び出すときに使います • 

©ファンクションキー 

¢3から[巧？での-にそれそ n 別の_斯ゃコマンド(由和 y 割り付けられてい》す 
内容はアブ！;ケーシ3ンにより與坏9ます • 


コマンド(命令)ゃ投定されたものを決定するときに使います a 
©Enter (エンター)キー 

am , あるコマンド确令》の冥行を決定した〇,投定された於を僅宝させるというような導 
合に押し丨す*求た、文罕を入力していると芝は.このキーで ar 行させることができます • 

HH の八ードコビーをとったり、 Window ^95 の画面を取り込むのに使い*す。 


0 PrtSc (プリントスクリーン)キー 


lc (プリン 
do ^* s *95 


Wlm 
できます • 


5在«：>ている場合13、 r 示さ n ている画面を*〇込んでクリップボードに転 a 


文字を嫌*するときに使います。 


©insert (インサート)キ—【ロックされ*す】 

文ネ入力のモー c を切り*えます • 1回押すごとに.カーソル位臞に®る文字の價に撙入する 
「インサートモード j と，カーソル位■の文 r に上•さする r タイプオーバーモード」が切り 
u わ〇ます • 

©Oelete (デリ■卜)キー 

力ーソル«! 雷ひら«侧の文宇を し 》す- カーソ)レ位籯は変わり求せん • 


©Back Space (パックスベース）キ- 

力ーソル位置から. 左顦の文？％轉供し李す e カーソ)レ伯雷は左に»いていき爹す。 
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© Tab (タブ)キー 

文そを;^しているときにこのキーを押すと • タフび神入されカーソルび右に移動し末す， 
キーを押 y と、 一つ 的のタブ位■まで戾〇カーソルが左に移動し求す。また. 5 
射舞やデータベースなどのアプリケーシ b ンでは • 次の項0への移動などに®われることも 
あり求す* 


文字入カキーと組み合わせて、文字を入力するときに使います。 

❿ CpLK (キャップス〇ック） • 英数キー【ロックされます】 

アルファべットを入力するとさの文字檣を№011え承す。 [swn] キーと罔柃に 1B 押すこ•とに • 
r 大文字モード j と r 小文字モード j が切〇»わり京す • まだ、ひ6がなノカタカナモードか 
らアルファぺットや《字を入力する英教モードに切りIIえるときに&使います • 

❿半角 ••• 全角 キー 【□フクされ*す】 

文字在入力しているときの文字樋を切り好えます 《 丨回押す c とに I r や 角 モード j と I r 全， 
モード』び切り 鲜 わり承す.ま？^ @ キーを押しながらこのキーを押すと 「 B 本■入カモ 
ード J になり求す • 

©Shift (シフト)キー 

他のキーと向 W に！®すことで»】の* 电 を*行したり. * 行方法苷一時的に*えたりすること 
0* で5ます。例えば. r 大文字モード J で文字を入力してし必と5に • アルファぺットキーと 
罔明にこのキーを 掸 すと*小文字で入力することができ》す* 

空白を入れたり、漢字に変換するときなどに使います， 

_«» キー 

日本11入カシス？ム 5® っていると e に、入力した文字を瀰7などにしないときに押し 
承す， 

❿ a 揆 キー 

□本费入カシステムを变っているときに入力した文字を漢字 w と(こ at するときに押し*す. 

©カタカナ/ひ5がなキー【ロックされます1 

「カタカナモード j と r ひらかなモード」を切り輪えます • r カタカナモード j のときはこの 
キーのみ.「ひらがなモード j のと g は[隹_>1キーと罔蚵に押すと切 os わ〇ます • 系た • 
rss ] ri 5[| キーと raw に押すとカアキーの on off を wob えることかで 3 家す • 
©スペースキー 

文字在入力して I 必ときにこのキーを 婷 すと * スペース（空白〉を入 n ることができ求す • 

カーソルを励かしたりページをめくるのに使います。 

® カーソル キ_ 

通氣キーに 3 BE さ n ている三角 ED の方 m にカーソルを移 B するときに使いま7。 禾 ft , lia ) 
キーと同制こ S うと.ページ切り B えキー ( PgUp / PsDn >. Home (ホーム》キー、 End < エン 
ド》キーとして* Mg します- 

他のキーと組み合わせて梅能を実彳ラするときに使います。組み合わせるキーと 
機能は使っているアブリケ_ションによ〇累なります。 

❿ Fn (エフエヌ）キー 

キーポード上に枠務みで我纪3■れている«胡を tf うときに、そのキーとこ押し承す0 

❿ CtrU コントロ-ル}キー 

文字入カキーや tt の闲霣キーと組み台わせて使うことにより特定の 勤 作をさせることができ 
ます* 

© Alt (オルト) キー 

オルタネートキーともいい、文字入カキーや他の IR « キーと組み合わせて®うことにより. 
沔足の«作をさ t ? る C とがで5ます • 


ff 
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Fn (エフエヌ)キーと ffl み a わせて使うことにより、キーポードの機能やカーソ 
ルの動きを変えることができます。 

® NumLk {ナンバーロック)キー【ロックされます】 

©キーと«两••こ挎罗と•キーポードの右半分の®分を « tr キーとして®えるようにな0承す • 
馨を二:2—メリックキーパッドといいま？， 

c {スタ □ー ル□ツク) キー 【□ツクされ*す】 


キーを稃したときの tt 作は各アプリケーションにより»なります w . a *. ©キー 
と SB に押すと.カーソル キーの 動きを変えることができます。 


^テンキーを使って数字を入力する 

遇常.数宇は英教モードのと5にフアンクシ a ンキーの下に it んでいるキーで入力す 
ることができますげ.©キーと间》にキーを押すことにより，図の®分(ニュ 
ーメリックキーパッド)でも败宇を入力できるようになり*す。文宇よりも教宇の入 
力のほうが多いという場合などは.颸摩のテン本一のよ3に®うことができるので® 
利です。 



MON のまま カバーを M じると 

サスペンド twractt フて v るときに，霜邇を on のま承力 
パー W 5 じると • ”スペンド祅擎こ入り*す •（《»3 d ペー 
ジ> 
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2 J 


文字を入力する 


キーボードから文宇を入力する方法(こついて脱明します.，ここでは、木 » s にインス 
卜一/レされている日本 H 入カシステム MS - IME 95 を例に脱明してい*す*刖の日本 
iS 入カシステムをお使いのときは • 33手持ちのマニュアルをお》みくださし、 


j 入力方法について 


Windows ^^ SIfi 動 B 後は仰も*示されていませんが，デスクトップ上をクリックす 
ると日本 te 入カシステム HME ) のツールバーか現われ*す。 「 AJ と表示されている状 
®( B ® 入カモード)では • 半角のアルファベット/カタカナ/数字と*キーボードに* 
K されている記，だけしか入力することができ*せん。 H 期の rAJ と表示されてい 
るボタンをクリックして入カモードを選ぶか，次のように嫌怍をするとツールパーに 
S ボタンび表示され、全角の文字や*字を入力できるよラになり*す， 




キーを押しながら 


_ 


キーを押す 


入カモード 


(初明 1 ¢¢では 
s 示さ n ません} 


MSIME 95 のヘルプ 

カナキー. CapsLock キー 
伏明インジク■ータ 



入カモードと方式/3、ボクンを | [ MS 4 ME 95 のプロパティ】タイア〇グボックス Hiii 

クリック9ると R 示されるリストか 【§ M §/ 用# X08 好】ダイアログポックス R 示 

6>柳ことがで《す* 律料物 i ウィント•ウ表示 


ローマ字入力とかな入力 

ローマ字入力は、□ーマ宇を入力して目的のかな文宇や*宇を入力する方法です c 
たとえば、「か」を入力すると3は K と A を扶けて押すことで「か」が入力できます。 
かな入力は，入力するキーをそのまま押してかな文字や茨宇を入力する方法です。 
たとえば、「か』を入力するときは[か】のキーをその求求押します • 

どちらの方式で日本 H 入カシステム 0ME) を起動するかは、 [MS-IME95 のプ□パテ 
ィ】の中で 8 KE します。 

また、ローマ宇入力のと C にを同 W に押すと、カナキーが ON になり、一 
時的にかな入力できるようにな0ます* (かな入力のときは I カナキーの〇 N/OFF を 
切えるだけで、□ーマ？入力にはな0ません。） 
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文字の種 » と入カモード 

入力できる文字の稽朔には「ひらがな』 r カタカナ j r アルファペット j r» 字」 ne«?j 
などが®〇ます • また、文宇には全角文宇と，その半分の大きさの半角文宇の2檷黷 
かあり家す。文？の稽 n を変える方法には2邐〇あります* 


入力軔に文？の#®を決めておく 


入力後に又；の»»を決める 


には2邐 c 
roa キー 


トド_ m 

全角ひら« 
金角《夕乃ナ ア 

丰％わ夕わナ ? 

全* WW A 

A 

♦ひらび孩と灞麥こ a 全角文字 
全角文乎に切及るとでは 


tWS キーを押すか、ツールバーの[入カモート 1 
ボタンでモードを®んでから入力する 
金角ひらがなカタカナモードで文字を入力 
してから©〜@キーで希 a の文字樋に変換 
する 


_ 

+ ，力 4 

bsi + gy^i 零 ft/ 全 fti 
@ 


しせん • 


IT た.半角乃タカナ苹 W 58 CT ら 


キーそ样し y す • 


满字の入力 

日本培入カシステム ( IME ) が立ち上がっているときに、ひらがなで入力してから® 
キーを押すと溪？に変換されます，もう一度®キーを押すと別の漢宇ぴ表示され、 
さらに:^キーを押 T と螟 W —驚が*示さ H ま T . 往しい操作万法については * 付屑 
の Windows *»95 マニュアルの MS IME 95 の項目をお* i * ください。 


j 文字入カキーの使いかた 


1つのキーに2つ以上の文字が刻り当てられてお0, fcfu 
各キーと朗み合わ t? て目的の文宇を入力できるようになつています。 


□ 

B 

fiS ] を斧しなから ^— 

_ かな入カ モー ドで 

# 

あ @を押しなびら 

□ーマ宇入カモート•で I 3 

*1 かな入カモードで 

このキー cu 押？ k _ 

\ このキーだけ押す 
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t# m 

■ a 1 | 

パ•ノノ ’ n v s ：^'- S )^：3 r ： rj -：_ ...一-—'一、“ ニノ. 一、 'こご’ r*r こ〜:： 


カナ入力 
口一打 A* 


文宇 キー 


文字キー 


カナ入力 
D - マ宇入力 

大きいカタカナ(ア, 



|せ}4•文宇 キー0 
文字キ- 〇 •诫に© 


圍 n . B ^ S ^^ HESST ^ . 气 圖 

■ •- _ ■ 





C ^> 文字キ — 0 
文7キ- Q の K に® 




•1 カナ入:わの«合は.カナ4：一を OFF に切 0 B 又てから入力し求す0 
• 2 [^|キーと同特に—を押すことによ0、キーポード右半分のテンキー1 
入力することがで5»す》 


大文字/小文字モードに E 定するには 


1文字《位で大文字/小文字を切り罾えるには 


を用し妨 5(^： キーを1□拜すと • rCAPSO 
が ON • OFF さ n , 大文字 tt ^ X^lOKO と(/•文字 B 


か ON • OFFtfn , 大文字か ON 0 と小文字 B 
«0PF ) が切わ0¢ す • ON OFF の tt* は 、 M 
; ータス LED か，ツールバーのインジケータに示され 


キーを淨しなが6ア』レフアぺットキー苓と、 
入力の亡ードとは走の文亨％入力することがでさ家す々« 


えば*大文 r モードで一と®««明に再すと rw 
を入力で 
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MEMO 


キ f K . 嬅倍なれ杏〇 
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マルチメディアを楽しもう 


Windowse 95 のマルチメディア供能、および本 
MS に搭載されているサウンド梅能の®いかたな 
どについて说明しています。 



1 サウンド*矩を S う•… 

2 マルチメディア供*を®ラ 






u 


サウンド機能を使う 

本》品には，16ビットサウンドブラスタ PRO 互換サウンド《明が®«されており， 
a 声を入出力するための期子やステレオスビーカ，内蔵マイクなどが用*ご n てい* 
す。ここでは、これらの使いかたにつ vvcsr 明します a 



〇内葳スピーカについて 

本体にはモノラルスピーカび内*されてい* す： このスピーカからは次の 
S からのを出力することができます。 

それぞれの S * は • Windows «^5 のアク tz サリ「ボリュームコントロール』を使つ 
てそれぞ n 利々にした? X ミキシングすることかて•きます。 

本体のボリュームノブでち S 8 BR できます。 



3ンビュータにで•ビープ g •を索壬する*燁で 


PC カードから H 生する 8, です • 

舍_出力 截 •して tv«PC わードを*■し、■，を tti 力する»龙 
に 9 つてし必 «tfr のみ.スピーカから B，€ih 力で 

If デムねード 9 ： ど） 


死® H 


• 6 ビシト DA3 ン パークを *5 用した サウンド na か 5 の W 主裔霣 •およ 
U. FV1 シン* C サイサ Mltr_5 出力さ n る です • 

マイク从 

：«マイクやマイク入^子<こ》«'5れたマイクからの省摩で t. 

LINE INX^ 

UNE INJ ■子に awen た外®オーデ/才 «sa 6 の SI ■です • 

MIDI 

外!^ _«DI シン tr サイプと il*T ることで MID 用 生”で ¢5 す • 

(ペースス，シ 3 ンの擄必饔） 


J 内葳マイクについて 

本体上面の左手荊にはマイク(モノラル) 
が内蔵されています。このマイクを® 
うと手«に g 霣をコンピュータに取〇 
込むことができます I 



I;馳1 富■を HKT るには 

スビー乃の B ■はIタスクパーの¢1 %クリックし. s 示さ 
n るボリユームコント〇-ルで 《■ し，す • 

承た，本体のポリ a —ムノフでも機®でさ，す， 
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40 V 5—®^ 
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^ MS - DOS アプリケーシヨン使用時 

本 » ffi のサウンド微*は、 tr ウンドプラスタ PRO (FM シンセサイザ* M 6 を 除 く>と 
互撗ぴあります： 

ゲームソフトなどのサウンド*能をサボートしてし\る MS _ OOS や Wlnctows 3. 1用の 
ソフトウェアを®用する場合，サウンドの 5 KE は.「サウンドブラスタ」または r サ 
ウンドブラスタ PRO 』 を S 択してください， 

また、酿時には. I/O ボートアドレス， IRQ チャネル， DMA チャネルが次の傭に投 
定されているかどうか BSS してください • （この設定を行えないソフトウェアも®0 
ます） 

I/O ポートアドレス :220 H 
IRQ チャネル ：5 

□ MA チャネル :〇 

データビット_ :8 blt 

Wlndows ®95 ては上 K 項目の*を B 動的に 変 5するため • DOS 上での酌 E と R な 
る 場合 ます。 

WinOows ^ SS^DDOS プ□ンフトで. DOS のグームなどサウンドチップに B 格アク 
セスするアプリケーシ3ンを«闰する場合:3：、コント□ールパネルのシステムの中の 
デバイスマネージャで5示される[サウンド、ビデオおよびゲームのコント□ーラ】 
項目をダブルクリックし、リソースを«示させ、各«を梦薄してくださし、 





マルチメディア機能を使う 

Windaws®95IZIS. マルチメディアを楽しむためのいろいろ®播能が用] i されてい 
ます。ここでは、これ5について_し»す， 


マ A / チメディアを*し C ツールは、[スタート]ボタンをクリックし.メニューの|プ 
ログラム】 • 【アクセサリ】【マルチメディア】から起動します為 



」 Mir - vm - 


夕 cmvt - 

.{ 

J 1- M 3-* 
5 yr ^^ vt - 


> CD プレーヤー 

音#用の CD を再生するプレーヤーです： CD-ROM ドライブか接«されている伏 
ディスクを CD-ROM ドライブにセットするだけで自 to 的 I こ运勤し • 冉生させることび 
でぎます。 

他のアプリケーションと同時に使え求すので. 3 S 気に入〇の苕楽を«きながらワープ 
口で文章を書くといつたこともできます。また.アルバムタイトルやアーティスト名 
などを S ® したり、好きな曲だけを逸んで再生させるといつたことも可能です* 


g|f^>S<^l c|ol ： s| 


[01100:05 


Jlflll' 




粘 H 

卜 ^ W [T^ 


z \ 


|MU. 嘛 






4n/s\yHl-\\J 藤無 ^ 液 5 
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® メディアブレーヤー 

WAV フォーマットのサウンド、 V.deo for Windows で作られた AVI フォーマットの 
ビデオなどを再生するプレー* r 一です.この他にも.デバイス機88やド5イノ0 
を®加することにより MO ファイルで g * を*黌した CK MPEG 形式のビデオを再 
生させることちできます。 

インス!-ールされてし v ?> WincJows ®95 には • いくつかのサンプルが用*? n てお 
すぐに*しむことができます。 



® サウンド レコーダー 

マイクや LINE HS08 子か5入力された S 声を_集し、好 S することができます。 SSS 
したサウンドは k WAV 形式のサウンドファイルとして保存で ff ます • 两生速度を変 
えたりエ; D —をかけること G でき，才 U ジナルのサウンドを釅进に作り出せます*ま 
た，本 »ffl にはマイクが内班されてい»すので、ボイスメモとして活用 T ることち可 
能です。 





V»doo for Windows 


マイクロソフト? loWft したデジタ|レ WHWS 宅ソフト 
です • ビデオカメラで爾膨した!?®など奄ビデ: T # i •プチ 
ザー席ードを介してコンビ3-夕に霉〇込み，■■してフ 
アイル flttt 子は AV 1) にでき求す • WndDwS ^95 Ci 3. 
«生隱斷の办 ftfKrnr い，す • 


iT 咖 1 


MIDI { ミディ） 


r «» 勢外®かント〇—ルする fee •の櫸箏インター 
フ z イスです • コンビ:!ータにの 
の■助配®ごれてい■し. MO ファイル1墓張子 
撕0 RMI 疣メディアプレーヤーで臍み込 CC とによ 
0. B *%* ■■で爾脅さ〇ることがで《承 







J ポリ ユー ムコント □ー ル 

マイクや LINE INMI 子から入力された6_や* WAV ファイル. M 旧 I ファイルなどの 
音笋、苷》用 CD から出力される g 声の g ■やバランスを. a « ごとに明酌すること 
ができます。 



VJbHtyHlANJ 雄搿埘液 VJi 
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MEMO 


p 


マルチメティアを i « しち-つ 
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システムを拡張する 

PC カードの使いかたや、内！* FAX モデムの取り付 
け方法，メモ U や八ードディスクを交換する方法、 
および.外®用辺««の接《方法について M 明し 
ています： 




PC カードを使う . 68 

內 KFAX モデムを№3 . 72 

メモリを潜投する . …76 


ハードディスクドライブを交換する . 78 

外®キーボードやマウスを接«する . 81 


外部モニタを播«する . 82 

IfDA ボートを使用する .. 84 













PC カードを使う 

本体には、 PCMCIA VerSOWH に* «®PCMCIA カード似下 • PC カード)を*騙 
するための PC カードス□ットを««しています • ここでは， PC カードの装看方法と 
モデムカードを使ラときの注1擊 W などについて R 明します。 



j PCMCIA 規格について ••• 

PCMCIA とは 、 Personal Compute ^ Memory Card international Architecture 
の箱で* ノートタイプのコンピュータなどに SB する 1 C カードを、メーカーが異なっ 
てち荈通で使用することができるよろに*められた抗一規格で、一股に 「 PC カード J 
と旰ばれています • 

ノート型パソコンに同じ規格のコネクタとスロットを股けて.枝々な 櫓 »のカードを 
»簷することでパソ U ンの*®を&讲で S ま 

カードには、メモリ、八ードディスク，モテム. SCSI インターフェイス、 LAN など 
嫌々な榷两ぴ» D •カードのワイズによっては2校を司 W に使うことち巧能です0 


また. PC カードを使ラには、コンピュータに PC カードを SS させるためのデパイス 
ドライパを相み込む必匾があ0ます • 


本 KS の«合，デバイスドライバは.すでに組み込まれていますので、 PC カードを 
その5ま装着するだけで使うことができます。 


^カードサイズについて 

PC カードには，現在 . TYPE I ( IP ( T 3.3 mm }. TYPED さ 5.0 mm>，TYPE ID (PP 
SI 0.5 mm > の 3 明*のタイプがあります。 

本»品では. TYPE 丨または TYPE II の力ードを2校、または TVPEin のカードを1校 
8着することができます， 
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@カードの抜き差し 

PC 力ードは、コンピュータの中でも抜き建しすることができます a 

PC カードか8着されると • どんな禰薄のカードで6るのかを目_に KK し、すぐ 

に使えるよラになります。 

PC カードを利用するアプリケーシ3ンを実行する酌に PC カードを装艚しておいてく 
ださい。 

カードを装着する 

7力•ドスロットカパーを a の方向に闍けます • 



^ カードスロットは上 "F2 つあ D 李す。ど5らかの 2WC し VS スロットに， PC カードのコン 
ビュータ ft に接《するコネクタび付いているほ3を興にして.ゆっくりと*し込み3：す- 
正しく袋)•さ n るとIカードイジ！:クトボタンが飛び出し求す. 



TYPEffi の力 一KW •合.スロット2<下)に塞し込みます f 


»なる規格のカードを**すると、 wa 的にシスチムに擠渴苦，えるおそれが 
あり度す-必ず ソー y ッ クの报蜀する PCMCIAl «* の力ード萑ご*用ください • 
»た* C ■い求めの，は本 WS に対 C しているかどうか蓍ご確明ください， 


押 e 1 ビープ寫が ms 狂いときは 

本のボリ;！ームノプがしぼら nr い寒す> シス 

テムコンフイグレーシヨンメニ：！一の«でスピーカの出 
カゲ_功こなつてい？す，<92ページ） 


TJs — 了漂 3 
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3 i しくカード用ド 5 イバが相み込ていれば、カードを邊し込んだときにビーブ_が 
r ビボ J 4 MI つてシステムがカードを E * ぃます- 
iarr きないときはビープ«が r ブ j とす • 

力ードの»«やドライノ (の稽 S * を EtB してくださし、 

カードを取り外す 

7 取0外したいカードび故着さ n ている勢の.カードイジ z クトボタンを摴します • 

2 力ードが少し飛び出しますので、ゆフくりと引 c 抜き亲す《 

システムの作中に.カードか*〇外さ n たときは.ビープ音が「ビボ J と_〇求す • 



押す 


△注意 


PC カードを曲り外す■§3に、 HDD/FD ◦アクセス9ンプ№11えていること 《 W 8 
してぐださ tVo 
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〇モデムを使う 

モデムカードを使用して se 巨*をつなぐと、 Winc »0 W 5®95^ ia « ツールを S って 
データの送受诱を行うことができます • また • FAX 橄能を搭®しているモデムカード 
と FAX アプリケーションがあれば、 FAX の送受價&叼能になり*す • 

モデムカードは II 大2校まで SS することができ、装藿された属*でそのモデムカー 
ドの設定隹か決ます • 


■初のモデムガード 

cowm- 卜镛鍔 

3 

IRQ 

3 

アドレス 

3E8H 

2校めのモヂム办ード 

4 

10 

2E8n 


モデムを使ったアプリケーションの® ( R ボート、利り込みチャネル(旧 Q ) を設定する 
場6は、上記の税明にせて行ってください。 

なお，内 BFAX モデムび装慧さ n ているときは、2校目のモデムカードを使用するこ 
とはで《?ません》 


八ィパーター S ナルを使うときの注* 

八イパーターミナルを®つて通®を行う W 合には、次の点に注麻してくださ Uo 


八イパーター £：T ルのテフオルトボートは内 BFAX モデム、つま DCOM 2( こ設定 
されています • COM 2 以外の設定をデフオルトで使用したい塌合は、：3ント □_ 
ルパネルのモデムで投定してくださし、 


WordJ 1/05 


I / O アドレス 


CPU がテータ«や0 WO U るために 《?. 明，るチサネルで、 
いくつかの■抱び龙9当て dnt い莩す， 


を »! z>r いる場名 a . が蓮ならないようにする必霪 

が®つ求すび.相 ndCMft ®95 ではプラグ アンド フレイ截 
b によ〇百 i>ri に霞愚な*:: » s^n ます • 


War^jl 


IRQ 


篇 0 H ： PU に筠して ttO 込み？黌求するための， p ネ 
ルで. いくつて5れてい， V , «»0 H 
を使ってい杏 * JWM 重ならないようにす 

る必■び®0承すが，相 ndc ^^95 ではプ5グアンドプ 
レイ**によ OBWO に量愚江僅て粗足亡 n ま T , 










内藤 FAX モデムを使う 


本製 a には.充の内* fax モデムを取〇忖けるためのスロットび班*? n ています • 
ここでは.このスロットへの内 KFAX モデムの取り外しと取り付けの方法*および、 
Wintlows ®95 でのモテムのセツトアップ方法について！^し9す， 


内葳 FAX モデムについて 


内 SFAX モデムによ0、本 »S でテータの 25S と FAX の送受®8能が使用できます， 
霉 g 回*に擭研して. Windaws®95 や他の遡*アプリケーシ3ンを起動させるだけ 
で，矚由にパソコン »S を行うことができます • 本 »S で作成したデータや■子メー 
ルなどを a つ to. «々な情《を受けることが珂«にな os すので、本 »ffl をさらに 
蟻広く活用で5,す • 

内藏 FAX モデムの投龙 


C 0 M 1 K - 卜爵琴 

IRQ 

アドレス 

_ L _ L 

3 

2 Fe 


この設定：^システムコンフイグレーシ3ンの [ Setup ] の Component-COM 
Ports で変更することができます。け90^-ジ） 

A 注5内醍 FAX モデムと IrOA ボートは IW に使用できません，システムコンフイグレー 
シヨンでど，5赛便网するか®*してくださ IA* (4QON— ジ） 


^内居 FAX モデムを取り付けるには 


A;^jg K 0 付けの*には、必《«»0«蓍 OFF にしてください ■ 9 i た 、サスペンド 
が有切になつている状釅で U 0 W けることはでき家せん，この場マネ 
-ジメンド■スイッチの_«整 Of ^ OFF に BE してくださ Uo H 04 ベ"-!/) 

7本体 Hffl の内 _tFAX モデムスロツトカバー <D ネジ*プラスドライパで外してか50の方© 
に矚けます • 



D 


システムを$する 
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2 ぞジュラージャックカバーを田の方 F5K こスライドさせて取り外します • （モジ:！ラージャッ 
クカバーは粉失しないように保«してくださし> 

3 内顯 FAX モデム本体を、田の方朗にゆつく0と*し込みます。 



分 モジュラージャックカパーを本体に取9付け、内藏 FAX モデムスロットカパーを元に 
1¢めま T c 


J 内® FAX モデムを取り外すには 

取〇外しの mco：. 必ず本 *(« の電*蓍 off にしてください，また、サスベン 
ドが有効になっている状®で取0外蓼ことはでき*せん。この場*、パワーマ 
ネー ジメントで _* スイッチの釀能薏 OM/DFF に B * してください。（498ぺ 

-V) 

7 のの EFAX モデムス□ットカバーのネジをフラスドライバで外してか!5»の方 I 5 J 

に聞け家す。（取付 B 豢 W ) 

2 P*atFAX モデム X 体在.ゆっくりと引き往きます.〈取何 E«r 薄） 

3 内 itFAX モデムスロットカバーを元逢りに閉めます • （取们 H # 照） 

A ) Jjp 内贏 FAX モデムは爾«等の讎言を受けやすいた KK 取り外した後は必のパ 
ッケージに入れて保*してくださ 1 A , 


3jaFAX rt1Hl>^ 滞 5 
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j 内 KFAX モデムをセットアップするには 

A 注童内 BFAX モデムのセットアップ蓍める»に，本**の電瀰蓍 OFF にし、フロ 
ッビーディスクド，イプユニット蓍 J * 麟してく«さい， 

7 WinBocDk BrocDWJS を ON にし承す， 

2 メモリチェックが》了したの¢31怒した後.と:^]と囡キーを罔«に押して.シス 
テムコンフィグレーシ 3 ンメニューを蟬び出します， 

3 COmpononts-COM Ports-internal rMODEM to C0M2J にします . 

4 rEWt - Sdv ， and Reboot , を*び.松¥を保存しシステムコンフィグレーションメニ 
ューを ft 了し李す • 

5 Winctows ®95 を IS 勤すると， S 勦的に FAX モデムのインストールが始まり、里 
面に次のメッセージび表示されます。 

「八ードウ：！アの®®元が a 供するドライバ cm ) j を選択し、 roKj をクリッ 
クします。 




d3 


りリ MHUmMUi 

广 
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6 フロッピーディスクドライブユニットに、内 gFAX モデムに*付の、 TAX モデムドライ 
バーディスク J をセツトし， (0 K ) をクリックし S す。 



7 [テバイスの »«] 两面び我示2れたら、そのまま [0 K ] 汔クリックしてくだ5い, 



これで内釀 FAX モデムのインストールは元了です。 


salFAXrHHlA 你葙 5 
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メモリを増設する 

本製品には. 〗6M8 のシステムメモリ〇《マブーボード上に sisnr います。再用掂 
張 RAM モジユールを着拉することにより最大 48MB までメモリを®3ことができる 
よ3になす • 

最大 4BMB までメモリを壞设する礫合.丨 6MB の K35RAM モジュールを必ず2校セ 
ツトで装着してください C 


モジ3—ル《、必ず imidS を使用してくだ St、 

«tt« の RAM モジ;2—ルを*用した場金 • 本製*の鼸 mD«fi はでき*せん. 

^拡張 RAM モジュールの装驁 

時には S じ S ■の®* RAM モジュールを必ず2校あわせて«鳙します- 
拡 9SRAM モジュールを1校だけ R 着する、 * たは異なる S 匿の fiJSRAM モジュール 
(例えば 8MB と1 6M 日)を35わせて S* することはで5ません* 

»着の的に CJ 、 必 f 本製 S の電灝を OFF にしてくださ U * irte . サスペンドが有5» 
になつている状醫で»することはで3寰せん-この場合、パワーマネージメント 
メニュ_での®■スイッチのを ON / CfF に B * してください.（今98^—ジ> 

7 本体の E5WAM エリアのカバーを W けます a 



C 1 MRAM モジユールをゆつくりと装着し家す，商きを IM えないようにし t くだ 



〇 ttaiRAM エ _ J アの乃バーを « W ) ます， 

^ ■丼を 0 N にすると、 RAMS ■が装層的と»なるためにェメッセージが赛承されます • 
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5 を tsw に押して、システムコンフィグレーシヨンメニューを S 示させ求す • 

6 システムび 袭珊 された拡 «RAM モジ: X-) しの Sil を R み込み、目動的に RStf 行われます • 

， システム：)ンフィグレーシ3ンメニ:I一を輅了させます • 

[Exltl - (Save and Reocotl を * びます • 

システムコンフィグレーシヨンメニューの詳しい揉作方法にフいては、「第5摩シス 
テムの設定を変える J (*486ページ)をお SI みください。 


y ftl u n«ig as-r か 
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八ードディスクドライブを交換する 

本 » a には.ソフトウェアインストール済みの内 s 八ードディスクドライブが袋邏さ 
れていますが，この八ードディスクドライブを取り外してソーテック«正の別の八一 
ドティスクに交携することびで¢8：す。 

使用したいアプリケーションやデータが*えて現在の容■では足〇なくなった〇•ア 
プリケーシヨン別にハードディスクを用*して • そのアプリケーションを使うと$だ 
け取り鎗えるといった®いかたか•できます c 


A 注番ドディスクドライブを蕩としたり乱屬に扱うなどして®擊を与えないでくだ 
さい r また.雄しいところや SBJK 奄紫生するもの(テレビやスピーカ}の近 
くに囂かないでくださ 



^八ードディスクを取り外すには 

注童交換の H には • 必ず電 fl を OFRC し TAC アダプタとバッテリを取り外 
してください，また • サスペンドの状 M で取0外すことはでき3：せん*この驪色、 
バワ•マネ•ジメントで電灞スイッチの鷂鼸を ON/OFF に BJg してください， 

(ィ9日べ一 y > 


7 本体の HDD スロットカパ•を M けます • 
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^八ードディスクを取り付けるには 


交#の n には、必ず本 RB の竈■(を OFF にして AC アダプタとパッ，リを取り外 
してください，また，サスペンドの状態で取り W けることはでき》せん • この 
壩 S ，パワーマネージメントで**スイッチの«能を ON/OFF に役定してくだ 
さい， H 98 ぺージ） 


HDD ス□ツトカパーを間けて，ハードディスクドライブを挿入します。 



A A - ドディスクドライブの上下に注靡して鱒入してく 

ラベル付側/)^下になります〇 

£? HDD ス D ットカバーを Ml め3：す* 

3 M を 0 W にすると.び 8 HW と*なるためにエラーメッ它_ジび#示され茨 1 T 。 

4 を罔 W に神して.システムコンフィクレーシヨンメニューを R 示さな李す 
〇システムか8慧された八ードディスクの》境を供み込み、目動的に投定び行 on * す* 




出* W に«着されているド9イブの内» 


本®«に格載ご nr いる/\ー ドディスクドライブ ij •フ ： r 
ーマツトが: n んだ状■になつてし、ま， • ハードデ 
ィスクド5イプ I こは.サプ r < レクトさ n •备衊 
のアブ _J ケーシ 3 ンやプ□グラムが すで (C インスト_ルさ 

nrtijT . 


A— K Hl Axv>7:VJIA vi ^)<»)sf-rs 
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6 システムコンフィグレーションメニューを終了します， 
[ Exit ! - (Save and Reboot 】 を週びます， 


システムコンフィグレーシ3ンメニューの詳しい 操作 方法については* 「*5 簾シス 
テムの 蛇を変える J け 8的ージ) をお おみくださし、 


} i r ^ t 3 1 斷しい パー ドディスク％®うときは 

蜻しい A — ドディスクドライブに tt . Wnows 秦95はイ 
ンストール？れてい赛せん* 

镄 V 叫じめるには. WndOW ®9 W ) インストールを行つ 
てく;»い_インストールの方法にウいては. M の 
VWfXJc ^ fl «96< D マニュアル％ご驚くださ VV 
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外部キーボードやマウスを接続する 

本 as には、外®キーボードやテンキーパッド.またはマウスをするためのコネ 
クタが RW さ n ています • このコネクタには. PS /2 用のキーボードを播氏すること 
ができます。 PS /2 マウスをするときは、添付のスブリッタを使って接«してく 
ださし 、 WinBook Bird をベースステーションに»«している場合は、ベースステー 
ションのコネクタに接«してくださ（4104ページ） 

*« の前には、必ず寒鼉 0 FR こしてください，まだ • サスペンドので 
W で駸鷲できません。この_6、パワーマネージメントで 1* スイッチの# ffi を 
0N/0FF に腿してくだ ff い。（*98ページ） 






本体»面の左® j にある外部キーボードコネクタにI外®キーボードまたはテンキーパ 
ッドのケーブルを接«します， 

マウスを»«する場合はスプリッタを»«してからスブリツタのマウス: D ネクタにマ 
ウスを接《してください。また，スフリッタを格《することで、外®キーボードを同 
時に®えます • sr ご n たキーボード•テンキーパッドとマウスは、コンビ:！一夕の 
ttffl を 0N にしたときに0»的に S» されます。 

9使用時の注窻 

グライドボイントと PS/2 マウスは向時に使用することができません。どちらを®用 
するかはシステムコンフイグレーシヨンの 【Components! • iGlibePoint) の K5g 
で切 0H えます 6 デフオルトはクライドボイントが有効ですので、 PS/2 マウスを® 
用 T るときは無功にしてください0 




外層テンキーパッドを®う 


外®テンキ"-パッドは《«すると日齩的に12鼸さ n 求，. 
内部半ーガート•での入力奄行いながら民的に«闳する 
は，内 S キーポ—ドの NUMCDv クを OFF, 外»テンキ 
ーパッドの NUW ロックをこしてください， 

な扎外®テンキーパッド«で NUM □ックき ON にしても. 


本钵 4 WUM □ック LED は 》 RfJ し;ん.«用で寒に 
ついては婷社テクニカルサボートセンタへ《袖い6わせく 
ださし、 


次租爷|涞| 了： 令^ 0 VJprt 谛级唞 S 
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外部モニタを接続する 


本 KS には、外部モニタを襻 R するためのコネクタわ T 装供されています • このコネク 
夕に、 VGA 対 iWD ディスプレイやマルチ周波»ディスプレイを接®すると.1024 x 
76B ドットの#像*で8示できるようにな 0. Wind0ws *®95 をより広いで怏通 
に使うことびでます • WlnBook Bird をベースステーシ3ンに»«してし必壩合は、 
ベースステーシヨンのコネクタに接研してくださし\•け104ページ） 


A ;± jB 接嫌の K には • 必 T 零 tw の »* を OFF にしてください，また.サスペンドの状 
_で8邏でき挈なん，この場合、パワーマネージメントで電憑スイツチの釅酕を 
ON / OFFK ： ISa してくださし、 （—98 ページ） 



コンピュータの胃面にある外® CRT コネクタに.外 S モニタのケープルを接莰します ■ 
システムコンフィグレーシ3ンメニューの VGA の LCD パ: RT 設定が CRTS たは 
BOTH の塌合は，コンピュータのを入 n ることにより，0動的に SK されたディ 
スプレイに表示することができます。し CO 没定になつている壩合はシステムコンフイ 

^BOTHflDS 


グレーシ3ンメニユーにて LCDS たは E 


にしてくださし、 


システムコンフィグレーションメニューの R しい操作方法については • r ；85 輩シス 
テムの投定を変える J <_86ページ)をお SI みくださし、 

外«モニタを操 親した 騙き， Windows ®95 のコントロールパネル [ BB 1】 の中で 
r ヂィスプレイの種橥 J をる必 H があります。 校定 力法は次べ-ジを S 我 
みください* 




一明 m に我示ディスプレイ蓍切える 


&WlBt 丨ごとに. LC0 のみ一 CRT のみ， LCO 
CATRW の■に切〇»わり； T す. 


シ KIK 会 i する 
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J ディスプレイの種類を設定するには 

7 【スタート】ボタンそクリックし、メニューの|投龙】 • 1コントロールパネル|を«び求す, 

3 コント d —ルパネル面】アイコンをダブルクリックし.|ディスプレイの p 期】を a 
びます • 

3 【ディスプレイの* 3 H をクリックします， 



分 r カラーパレット J で色 B を、 r デスクトップで解像度を 8 KE し. 【0 K ] をクリック 
します • 

b Windovrs®95 を weft する必*びあり求す。[システム M 定の5®]ダイア CI グボックス 
で【はい】をク D ックします， 
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IrDA ポートを使用する 


本裂品には、»外*でデータを送受«するための定められた規格である 「 IfDAJ に撞 
»した1 rOA ボートが* H •されています t IrOA ボートを袞»した他の 》 S とケ_ブルを 
接 « t 2 ずにデータの送受*ができます。 



コンピュータの背面に 36 る IfOA ポートと他の麼器® IrDA ボートいあうように配 
S します。 

I IrOA ポートを®ってデータ蟹 a « i するときは • ボート«の® ifeHm 以内にな 

るように e ■してくださ Uc »た， aii 中にボート屬萑さえぎると、 a » 不期に 
なり家す， 

IrDA およびシリアルボート • プリンタポートを使用して.他のパソコンとデータ 
をする堳合は，»付ソフト fTranXit2'J の Readme をお tt みください。 

なお. NEC«PC-9B00 シリーズとは、シリアルボートまたはプリンタポートからヶ 
_ブルを使ったデータはでき家せん • IrDA ボートを挎っているパソコンのみと転 
送かで ff ます • 



システムの設定を変える 


システムコンフイグレーシヨンを®つてシステム 
の設定を変える方法や s パワーマネージメント褫 
能の股足を R える方法について明しています。 


1. システムコンフィグレーシ 3 ンの股定 . 86 

2. パワーマネージメントの18$ . 94 

3. 圉面の解度などを変える . 1〇〇 




J 





システムコンフィグレーションの設定 

本 では.コンピュータの_ 作沃賺ゃ s«as が あらかじめコンビ: I ータの 中に e 
愐されており， as を on にしたときに h み込* n るよう になつてい 家す1ここでは、 
これらの 設定を® える 方法について跌明し ます。 


j システムコンフィグレーションについて 

システムコンフィグレーシ3ンとは，コンビ:2—夕の！1〖作状*や团現投定を设定した 
0,現在の B 7 E を » E するためのフ□グラムです • 

ここでは、次のような設定が^えます。 


• カレンダの日付と時 M * 位定する(489ページ） 

• 起»方法と起翻ドライブ *19 定する (4 B 9 ページ） 

• ディスプレイモードをする (48 M -ジ） 

• パスワードを投足する <490ページ） 

• キャッシュメモリを使3かどうか B 定する <490ページ） 

• COM ポートを»折する(爷90ページ） 

• プリンタボートと ft 作モードを® R するけ91ページ） 

• キーボードの動作を ttS する(呤91ページ） 

にキーポードのナンバー□ックを有効にするけ91ベージ） 

• グライドポイントを®うかどうか » R する一91ページ） 

• スピーカから8を_5すかどうか遘択するけ92ページ） 

• 投定をデフオルト tttt に RT (492 ベージ） 

• デフオルト_をリストアする(492ページ） 

• システムコンフイグレーシ 3 ンのパージョン愼«を断するけ92ベージ) 


システムコンフィグレーションを錶了せると，设定した内 B を有効にするため 
に自_的にシス，ムが再:•れ》す《このとき、メモリ上に存在していたすベ 
てのプ□グラムやチータは】!！失し》すので、システムコンフィグレーシ B ンで投 
定を*える！?には.必ず班在のヂータをセーブしておいてください。 
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J メニューと操作方法について 
メニューを 表示させる には… 

システムコンフイグレ_シヨンは.メモ ij に用 e しているプログラムです • 

このプログラムを杧動させるには*コンピュータの雄屈を on にしたすぐ後のメモリ 
チェックのところで©と®と®キーを同時に押します。 

Wif > dows ^95 が£»している状®からは*システムコンフイグレーシ3ンの K 定は 
行えません。必ず WlnOows ®95 が起動する舫にこの 服 作を行つてください。 

操作 方法は… 

ffi ® の一*上にはメインメニューかあ？3 • 下には現在の投定 tt 想の一霣が5示されて 
い*す • 設定®目は®を押してからキーでメインメニューを通び、0キーを 
拜すとプルダウン式に表示されるサブメニューから遇択し求す。反転表示されている 
部分が現在選択されている項目です • 



i/>JHI>u VVJ 入 viblv 3 >Qtaw} 
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(項目の!»択 • 投定の方法は> 


(画®のです〉 




メインメニューを*るには .[ ir ネーを摔してから.0^片一でカーソル(反 

転3分)び移®:し亲す* 

•サブメニューを* p するには- . ai ) キーで乃•ソル (6 転»分〗か移動します • 

頂目を移 i 5 するには____—を辞し承す。 

• メニュー a 目やを a * するには__@キーを押し承す • 

• fi 定を5¢せずに元 i こ R るときは___ キーを 押し茨す 

-”ブメニュー抑 • 抑をるには…[ I □キーでチェックマーク ( v ’ 】の*示(有功)/ 

IEH 示 f _ 効)を切〇艙えることができます • 

• 項目内で ft 妫•翔効を设定する:：；ュ • ， i 一で 移! » し. : ~~1 卑 一でマーク[秦] の 

表示(有 SW . 其我示»»〗芝切〇鷂えることがで 


-«齬を便角しない B 定にするには 
• I ? 了するには.一 . . 


〈投定を B 更して終了させるときは) 


5ます • 

IfiMa/sQn )【Isabel iNcns ] をします • 

—メインメニューから 【 Exit 】 を：82;とサブメニ 
ューが*示されます，茨た、@キーを押すこ 
とて • [Save and Exft ] を灞好したこ移る 
C とができ末 


iSa-vFB ana Exit! を選択して: ii| キーを押？•と，次のメツ tZ- ジが R 示さ fl ま，。 

ちう一®： 5) キーを押すと、 xsirn た12定がメモ u に紀慊され r システムコンフィグレーシヨ 
ンが终了します • すと • «けて « r を変*できます， 

I PreBB <0K>to eave Che current setup paraneters to CMOS RAM dnd Exit 
I the SCU 


(投定を変更して两 S 動させるときは> 

[Save and Retoot ] を避衣して§本一を押すと.次のメッセージが表示され家す. 

もう一キー在押7と. M された设«がメモリに K * •さ n てシステムコンフィグレーシヨ 
ンが»了し.システムを再 S 勤し？す • | g : キーを押すと、»サて K 定を CT でき家す • 

Press <OK>to save the current c«tup paramtQrs to CNDS RAH. Ttio 
cocrputer will be rebootad!!! 
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< B 定を無効にして終了させるときは > 

| Exlt(No S « ve)l を選択して免を押し.もう一.®®を押すとされた»定か記*されずに 
システムコンフィグレーシヨンを终了します， 


















j 各種の設定を行う 

選択 as はメインメニュー、サブメニューの啪で sk してい*す • 

參カレンダの日付を投定する 

[ Startup ] - [Date and Time ] 

現在設定されている日付が R 示されますので，«0を移動して数字キーで日付を 
入力します。数字は日/月/年の, » S で®んでいます。 

參カレンダの時間を設定する 

[ Startup ] - [Date and Time ] 

現在®定されている時刻が表示されますので、«目を移動して.数宇 キーで两問 
を入力し《す，败字は時/分/»の»*で M んでいます。 

• S _ 方法赛 K 定する 

( Startup ] 【 FastBoot 】 

クイックブート/ファーストフートを»定すると、メモリテストを行わずにし 
ます。この場合，システムの立ち上げが a くなります， 

• E 動ド5イプを投龙する 

【 Startup】-【Boot Device ) 

起動するドライブを.フ□ッビーディスク，ハードディスクのいずれかから SJR 
します* 

• ディスプレイ モー ドを B 走する 

[StertupJ - | Video 5 elect ] 

BOTH を»択すると CRT と LCD を闫時に5示します， LCD は LCD のみ、 CRT は 
CRT のみを S 示します c 


i 咖1 姐！ド，ィブにっぃて 

テフ: r ルトでは • ドライブ C ^> パードティスクから 
WrxJws ®95 が LIST 公膝にな:)ています< 


ぐ >JHI>UVVJ 入 ^ bl,v a V8ISW} 
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_ パスワードを » 定する 

iStsrtuDj - [ Password ) 



Passvyad fcr Bo^id 
Pa5Sv\adfor9CUCt^r€e5 


システム QW 5 

システムコンフイグレーシヨン tatK 


システム Kft 時. * たはシステムコンフィグレーシ3ン E 勤時にパスワードを入 
力させることができます* 

いず n の場合バスワードに使用できるのは英.教宇のみで.1文？から b 文字 
の展さで股定します* 

パスワードの入力を«遵つた壕合は 3 S 求で再入力でき a す，30ともえた* 
合は.システムが再起»さ n ます* 


E 21 C 6 T Pdsen #3 rd : 


AiiJSt パスワードはメモを取るなどして S れないようにしてください • S れた埸6は、 
ソーテックテクニカルサポートセンターまでご aw くだ cu* 


籲キャッシュメモリを®うかどうか校定する 

[ Memoryl - (Cache System ) - [ L 2 Cache ] 

2次キャッシュの59$を行い茨す • 

将に必5がない明りキャッシュは 「 Enable 』 <有効）にしてください。キャッシ 
ュを薄止？るとシステムの処理スビードび遅くなります， 

1次キャッシュば？!?两有功です c 

• COM ボートを遘択する 

iComponentsJ - (COM Port ] 

外®シリアルボート (External COM ) は C 0 M 1{3 F 8> で，使用するアプリケーシ 
ヨンにより I 変申が必*なと S は COMK COM 3. COM 4 から任*に設龙でき 

度す • 

内 BFAX モデムや irda (Internal COM > は、 COM 2 固定で.内. B モデム 
( Modem ) か外 IKftg Onfr 0 rea ) のどちらかに投定します， 


A 注意 COM2 と COM4 は爾に便用できません • 




參プリンタポートと勖作モードを进択する 

[ Components ] - [LPT Port 】 ポートの投定 
( Componentel - [LPT Type ) 和作 モー ドの設定 

遇用は LPTl (378 h ) に投定しておきます。使用するアプリケーションにより、変 
更が必 B なときは LPT 2 に®定することかできます。»作モードは、 a 常 
「Bidirectional ( PS /2)」に投 3 E しておきます a 

• Eft 時(こキーボードのナンバー□ックを有効にする 

[ Components ] - (Keyboard Numlock ] 

システム lEft 诗にキーボードの r ンパーロック tt 能を有効にしま R 初からテ 
ンキーパッドを®3ときは有効にしておきます • 

參キーポードの動作を S 定する 

IComponentsl - [Keytxidrd Repeat ) 

キーボードのオートリビートの阇隔やオートリビートが始步る S での«廷«問 S 
KTtr きます。間两は 2 cps (2 文字か530 cps (30 文字/秒)までの範囲で 
できます。 aa 時 ffl は、1/4秒 (250 ms ) から1ミリ秒 (1000 ms > までの BPS で设 
定で¢¢7* 

拳グライドポイントを*うかど3か»«する 

【 ComponentB 卜 [ GlidePoint ] 

外®シリアノレマウスおよび PS /2 マウスを使用するために、内部クライドポイント 
の使用を薄止することができます* 


wcrd ) 才一トリビ ー I 


ほとんどのキーは.押し n けろことで瘦班してその餐痏を 
菜行した D. 又芊鼉入力することができます • このよ5に、 
用*ら《けて? a したと c と句しなること枣 nr — 卜 
■ J ビート j といい 


l !^) 

本®足の:: 
転2か咖 


ブリンタボート 


里のプリンタボートは EPP と ECR こ筠応してお:!錢《 
転送;}*〇1*で 7. 

EPR 裏 XWC 0 W か授类している規 IS です • ECP 1 ま 
ieeei 284^で aoiirnr いる珀格です， 


,V>JSI 卜 u > VJ A viL/ls/3v 0^$ 






争スピーカか5■を«らすかどろか選択する 

【 Components 】• [ Speaker ] 

チ i ックマークが付いているとスピーカから8が出ます。 

なお*この機*で制8で&るのは PC スピーカ（ビーフ音）と PC カードからの音 
のみです。 

• 校定をデフオルト状*に H す 

[ExitJ - ( Defaults ) 

各 B 目の S 定锖をテフオルトに戻し*す r 
6項目のデフオルト a は次ページのとおりです • 

•デフオルト僅をリストアする 

[ Exrt ] - [Restore Settings ! 

システムコンフィグレーションの最後にセーブされた*をリストアし求す c 

• システムコンフイグレーシ3ンのバージヨン谓鬌を S 示する 

[ Exit ! - [VersKXi Info 】 

システムコンフィグレーション旧 OS ) の J 〔ージヨンおよび作成日付び表示？れ«す. 



デフオルト投定 


メ ニ： 1_ サブメニュー 

ヂフオル MSOM 

糊 

StartLp 0©1 b end Tima 

F0« Bcai 

Boot Devtso 

Vkleo S« 吹 t 

Peeswcro 

No«ff6Cl 
f^ot Fast Boat 
MarUWe^C 

LCO 

Pafic^voro 

デフ: r ルトはありません 
メモ _J_ チスト赛»行し* T 
ドディスクか5■初にフート 
LCD にのみ■示 
»し 

Momarv l 2 C»shB 

EneWe 

2次本サッシュオン 

Cocrpcroms Sxtornnl CL*M 
ntomolCOM 

LPT PW8 

LPT Type 

K«>tx>ard Wrntck 
Ko>toard Pet^l 

Glbe^rrt 

3p«ak«* 

COM 1(3F8hJ W4 シリアルポート UCOM1JM 

hfra-ed ?dCOM2 

LPT1(378h) IR3 7 ブリンタポート ULP7I»? 

Bwrocttruir<PS/2) 

N01 Lock NLM □ックオフ 

TvwoWC Ra； 910CP510X?/^ 
Tvp^cC^500t«91/2mc 05» 

EfidDtd クライドポイントは fl & 明で讎 

Enabto On PC スピーカ出放ン 


ぐ yJHIA u VVJ 入 41/|5/3 V8I3W} 
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2 ノ 


バワーマネージメントの設定 


本® a には、電力のを抑えるためのパワーセービング檝期や、アプリケーション 
の実行中に B 0? を OFF にすると現在の tt ® をメモリに保存するサスペンド fllflg が搭載 
されています。ここでは I これらの投定を行3方法について_しま T * 


^パワーマネージメントについて 

パワーメネージメントとは、パワーセービング**やサスペンド**を«定したり. 
現2の SS を* E するためのブ□グラムです， 


ここでは.次のよう rc093E が行えます • 



• パワー セー ビング BM 6 を設定する K 96 ベージ） 

• サスベンド鼸鼸を19定する (—98 ページ） 

• カバーを閉じたときの®作を KS するけ9少<-ジ） 

A 注童パ雄了 erti た後， BSLfcF *98««» ic - r ^ n ：«) ic 3 >kf 
ュータ鱟 《 e ® してください》このとき、メモリ上に殍在していたすベてのプ〇 
クラムやデータは涓失し求すので、バクーマネージメントで投足を5える的には. 
必ず現在のテータをセーブしておいてください • 


^メニューと操作方法について 

メニュー«表示させるには… 

パワーマネージメントは，メモリに常 B しているプログラムです， 

このプログラムを e 動させるには • システムコンフィグレーシ3ンメニューから 
Power を*びます。<486ページ J 


操作方法は… 

0面！の一*上にはメインメニューがあり、下には現在の狡®状肪の一 It が表示されて 
います^ B 定《目は@を押してから [ I © キーでメインメニューを逢び. [3 キーを押 
すとプルダウン式に S 示されるヴプメニューから選択し*9%反标表示されている部 
分か SffiSSR されている頂目です。 
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(項目の通択 • «定の方法は> 


面のは W で TH 

• メインメニューを*沢9るには . CK キーを>•してから、 S 3 キーでカーソル(反 

CS 分)が移»します- 

-サブメニューを SJR するには .*03 キーでカーソル15^8分】が移 tt し求す • 

項目在移 U するには ..( i 5 ■降一を押し家す》 

. メニ a —«0や 8 W ! を STE するには . ©キーを押し茨す • 

JKP を*聚乜すに元に R るときは . 一を1«し家す 

• サブメニュー«で有％.供効を扮定するには .J I 丰一でチ！:ックマーク <ゾ> の g 示(有功〉/ 

并我示〈蘸効)を切り》えることがで5ます <• 

• «目内で有効 • 頮油を R 7 E するには キーで移 It し ，I |キ_でマーク1#】の 

*示(有功).邡*示(鳜功〉を切り《又ることがで 
5茨す， 

«期を®用しない M 3： にするには .( AKvwOn ] tasatte ] [ Mdob ] を選択し茨 7. 

縛了するには . . . .メインメニューから 【 Exit 】 を8ぶとサブメニ 

ューが#爪され承す*茨 fc 、 キーを押すこ 
とで 、 (Save and Exit ] 在* | R した状!?に移る 
ことができ家す • 

〈校定を* g して》了させるときは> 

| Sav « and Exit 】 を《9?して (3 キ-を押すと.次のメッセージが*示されます. 


もう一 Bg キーを押すと、5史された股$びメモリに K •されてパワーマネージメントび格了 
します，キーを神すと. i * けて粉定夺できます • 



( K * を餹効にして«了させるとき B > 

[ Ddt<Wo Save 〉】 夺»択して®在押し，ちう一 SW を押すと5¢された K 定か Id 信さ n ， に 
) 叉ワーマネージメントを终了し袤す • 



>VJl^^lyy v T 0 is^ 
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〇各種の設定を行う 

SJ ? 頂□はメインメニュー、サブメニューの_で表12してい家す v 

バワーセービング KMfi の K 定 

• パクーセービング»能:を使3かど3か遘択する 

【 Power 】• [Enable Power Saving ] 
f (ヮー tz — ブ微®の ft ®/* 効を SS します。 


【 Power 】• [Bettery Only ] 

パッテ U パックを®甲していると C のみパワーセーブ獗能〇兩効になり*す • 

•パワーセービングモ_ドを設定する 

【 Power】.[Low Power Saving ) 

( Power ! - jMedium Power Saving ] 

【 Power 】•【 H.gh Power Saving ] 



r ? イスプレイ(ビデオ >5 示」 r 八ードディスクの■»」「グローパルスタンパイ J 
の3つを*と©て設 S することがで2ます。 


それぞれのそードの許間設定は次のとおりで t 



Low Rwff Saving 

Medium Pew Se^os 

M 曬 h Pcwer Sirxing 

ディスブレイ < ビデオ》 

ie» 

4 分 

1 分 

ディスク 

1©« 

4 分 

1 分 

グロー /0 レスタンパイ 

16 勿 

*4 分 

1 分 


• ヂイスプレイ(ビデオ)*示を两す 

[ Power ] - 【 Customize 】• [Video Timeout ] 

一定時《キーボードからの入力がなかった塌自»的にディスプレイ (LCD • 
CRT ) の表示を消しま L このとき、5示は涌えてい*すがシステムの®作は糖研 
しています，玲赒は1分から16分の鬮と always ON * 作しない)で BfiE します。 
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• ハードディスクの電源を OFF にする 

I Power ] - ( Customize ] - [Disk Timeout 】 

一定時間キーボードからの入力がないか、八ードディスクが動作していなし vtf 合. 

的に八ードディスクを淨止する楗能です，このと S 八ードディスクは停止しま 
すが、システムの動作は»«してい求す。時 B は〗分か516分の間と Always on 
(» 作しない）で設定します。 

•グ C 3-/ CJ レスタンバイにする 

【 Power 】• [ Customize ) - [Global TimecxjtJ 

システムが一定時問稼動していないと W 断した堳合、 Q 勤的にシステムの各部 ffl 
の»作は停止し、ディスブレイ*示も消えます，時間は1分か516分の W と 
Always on (勛作しない）で設定します，キ_ボードを押したりグライドボイン 
卜を*作するとグロー〗0レスタンバイは解険さ n 求す： 


r Npto l クロックスピードが蘧ちると困るときは { j ^ e ] ネットワークを®っている壜 a 


メモリの中だけで It 霉5行うようなフ□グラムを鬵行して 
いる脣 d にグ D —川レスタンパイの松龙を行っていると. 
彎儀 tr « に蠓出び正し<できないことが e & o . グ d —ノ Hu 
スタンバイ饮，になってしまうことが fio 釁す • このよう 
なときは. 

ださい. 


[ Proorl の般^目はすべて ' A^ya onj に投 S して 
»<こと咎ぉすすめし: TT , 
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サスベンド梅能の投定 

• サスベンド*16を使うかどうか遘択する 

| Pow 9 f ] - [Suspend Switch ! 

電通スイッチを J ® したと5の勤作を股足し»す.電通を ON/OFF するか，ブスぺ 
ンドさ t ? るゎ切どちらかを撕します。 

電 JSOM / CFF ぴ「チェックマーク無し」、サスペンドが r チェックマーク有り」です. 

•オートサスペンド 

【 Power】-【Suspend Controls ) - [Suspend Timeojil 

C □(スペース〉キーを？ 9 して! Hi キーで tt を*枳 

システムが一定時 M 鎵勛していないと判断した壎合，目 U 的にシステムをサスぺ 
ンドさせるための*能です c システムの ft 代は停止し，ティスプレイ*示も消え 
ます.時 W は1分から 3 CbW > H で»定します • グローパルスタンパイよ〇も消 ■ 
電力は少なくな 0* す • S * のキーを押すなどの操作を行うとサスペンド状®か 
ら 》* しますが、レジユームには B 秒かかり茨す • 



•ローバツテリ状 B のときサスベンドさせるか校定する 

( Power ) - [Suspend Control 】• [Low Battery ] 

パッテリがローバッテリ状期のとき，サスペンドさ t ? るか ( Suspend ) 醬告§を 
す ( Warning ) かを設定し，す • 
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• カパーを a じたときの動作を投定する 

【 Power 】• (Cover Switch ! 

LCD カバーを W じたときに、ブスペンド«晩を_か t ? るか.その，*動作 

するかを選択でき家す^ 

A 注童 lcd カパー蓍閉じた«臁で使用 y るときは内85の黯 iy こもらないように《通し 
の皮いところでご使用ください。内部溫#ぴ上辦しす ff た！適佩保鼷菝_ 
か®61し、システムのび遵くなり家す a この壩合、爾 a を OFF にし ts * 
が fi 下する S で ff 用しないでください^また、 LCO カバーを«じたまま®用し 
た緩.濯雇が下が5ないうちに LCD カバー在躅けて使用すると LCD 上にムラが 
明れる塌合があり家すび、故釅ではあ0ません • しばらくすると、ムラは_く 
なります， 


デフオルト KJE* — K 


EoaD»e Po^f 
BsUefy Only Ensote 

Low Pa 的 f Sarains D«A»e 

Medum PcMr 日 Avne Enank) 

H 炉 Pow Se^-ing D€^e 

G ⑽ TOfrtTO NO effect 

9oewnd ^Htch D66C4ec 


Cl>S ： 0fT4TO 
Soewnd ^Htch 

Suaoeno Cooirola 


デフオルトはん 
サスペンドスイツチとしてではなく 
0 fJ /0 FF 7 イッチとして史明 


Suacend Thieout navaf 
Lcm Battery SLfif^rad 


^ol4J^lyy V 了 alaw} 











画面の解像度などを変える 

本 KS に 《• «解依 B TFT カラー液 a ディスブレイが} 8K されています • 
Windcws«95 では最大800 x600 ドット • 262.144色で S 示することかできます • 
他の解豢 S •色致-フォントサイズで*示させるときは • _通至のブ□パテイ J で股 
定を変 JE します： 


^出荷状態の投定 

出 W 状*は、次のようになつています • 


»示ディスプレイ .本体 LCOft^ のみ 

デスクトッブ領《(解 ：800 X600 ビク tz ル 
カラーパレット（色教） ： TrueCo4or(24 ビット >• • • 262.144色 

フオントサイズ ソ Jv さいフオント • • • 16ドツト 


^設定を変更する 

7 [スタート】ポタンをクリックし • メニューの 【B 定卜【コントロールパネル〗¢1びます《 

2 コントロールパネルの中の【_圃アイコンをダプルクリックし，【デイスブレイの bib ] を選 
び p す • 



画 So 


i^ te l させるディスプレイ奄蠢えるには 

-9W に 頁-する灞6». と ICm-LCD 

— 霤わ —足の 

霣各場6 は、シス，ム 3 ンフイプ レー シ a ンで行 ま， • 
(•♦89 ペー yj 


un . 名は LCM ， 云目路のび CRT の管 

求* KK-Bfc 的に»■されるた®. 5=?^7>»兩》眞〇41下 
するます • 
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3 を se します • 

デスクトップ* J 嫌(解*®)は、本体し CDR 示の痛台「800 x 600ビクセル J r 640 x 
480ビクセル J に加え、 f ディスフレイの檐*:の败を変史することにより. M 024 X 
768ビクセル J も遇ぶことびできるよ3になります • け—ジ） 

ただし，本体 LCD * 示で「1024 x 768ビクセル J に RS した場色は、示モード 
にな0ます • 


①力5-バレツ I 



デスクトップ钃《 


深フ： y ントサイズ 


①カラーパレツト表示する色数を*び*す 

16色 


256色 
True Col < 
<1024 x 


ior <24 ビット） • • • 262.144色 
x フ68ビクセルの纗合は65.538色のみです> 




デスクトップ_«ラ 
640 X 480 ビクセル 
800 X 600 ビクセル 
1024 X 768 ビクセル 


デスクトップの大«さ【解像度 J 蓍■びます • 


⑧フォントサイズ表示するフォントサイ:«*び藿す。 

小さいフォント 

大きいフォント (640 x 400 ピク t ? ルの#きは選択できません） 


4 [ cxi をクリックし承す • 


—8激硗阀铒 fv t nrt 闳冲か 
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カラーバレット • フオントサイズ • ディスプレイの種和を変更した壩合 

Windows ®95 を再<£»する必 B が》り*す • [はい]をクリックし S す v 



デスクトップ«域(解のみ変更した#合 


づ鑲域(解»度>( 

|変更を 《 ts するダ 


サイズの変更を《砭するダイア□グボックスが*示されます。 [0 K ] をクリックする 
と»枚後に変史さ n * す， 

E 



変更したサイズを保 ff すると2は[はい]をクリックします。 





板*8表示モードと tt? 


1064 X 760<^ 裏示■■の (5 釁ティスプレイが fc るとして 
HfT € i % v » T . 実歸の表笊は 800 x 600 卜•ジトになつ 
てい* V が、 JW •ない B 分 I * 示されなし通分)は.カーソ 
ル芝移 IDCt ? ると • SlID に mr メスク□ールし tut る 
ようにな0ます • 


23 


外明デイスプレイに資示させるときは 


g —旦 nrrctt. 霉 JitoFRc してか5外 
s アイスプレイ苓*«し？す，その後.システムコンフイ 
ブレーシ a ンでディスプレイつてから 
V/Inrtwj 參 9E，te« し》す • I 呤 09ぺ•ジ） 


102 




システム 




ベースステーシヨンと接続する 


ベースステーシ3ンの«觸や»«方法について 8 R 
的しています。 


1 各部の名前と Utt を播する . 

2- WlnBook Bird に描«する .. 

3 CDflOM を使う . 

4. フ□ツビーディスクドライブユニット 5沒纏する •• 
5 LAN 5 便う . 


040609 1112 







JJ 


各部の名前と機能を確認する 

ペースステーシ 3 ン各部の名的とその嫌能について R 甲し*す， 


J 前面•上面 



❶フ□ツビーディスク 

ドライブユニットスロット 


© CD - ROM ドライブ 


J 後面 


❾シリアルボート 

© MO / ジョイスティックポート 
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〇フロッビーディスクド5イブユニツトスロット 

WinBook Bird 付矚のフ□ツビーディスクドライブユニットを#入します 

©WinBook Bird # 網コネクタ 

WinBook Bird 本体のベースステーシ3ン用コネクタと播«します* 

©ステレオスビーカ 

ステレオスピーカです。 

OCOROM ド5イブ 


_ 部 キーボードポート 

PS/ 2 ? ♦部 キー ボードを播 》• することができます • 

❻ マウス ポー ト 

PS /2 マウスを潘嫌することができ家す* 

©DC 入カコネクタ 

付 JK)AC アダプタを播貌し茨す t 

❿ ?《CRT ボート 

外明 CRT ディスプレイを#«します， 

❾ シリアルポート 

モデムなどのシリアルポートを使う用嚼路を播«します•通常 rCOMlJ に* KE されますが • 
シス，ムコンフィグレーシヨンで rC 0 M 3 j - rC 0 M 4 J に変更できます • （岭90ページ） 

❸パラレルポート 

ブリンタやスキャナなどパ5レルポートを® 3明を播《し家 SU 

❿ MIDI / ジョイスチィックポート 

MIOI « 格の® i 2 嫌器やジョイスティックをします • 

® 106 a 日 e«T コネクタ 

LAN 用の 1 O 03 SG-T ケーブルを接玖し求す • <*>112ページ） 




LAN とは 


Loc » Area 蜱で•网 _内に B け 

：3ンビュータを《«したネットワークのことです 


，る•的 


^ Not 0 


マクス 


トドポート 


ぺ-スステ—シヨンにはスプ U ツタ Wi か入つてお0ます 
ので. W ■のスプリクタはペースス7—シ雪ンでは*尚で 
せま甘ん • 
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2 ) WinBook Bird に接続する 

@接続するには 

WinBook 日 irdE 面のべースステーシヨンコネクタと，ベースステーシヨンの播《 
コネクタを格«します， 

ドッキングステ_シ_ンと梅《する «E . 本の*灞を OFF にしてか5、 
WinBook Birc» 体に簾供されているケープル籲赛全て外し， WinBook Bird# 
体»翻の:！ネクタカ /C 一を必ず明じてください。 



〇ベースス，ーシヨンの療 R コネククのキやッフをはずし、キャップホルターに ffi 期し豕す* 


免 



WinBook Bird と接«しないとベースステーシヨンの療«コネクタのキヤ 
ップは必ずかぶせて J 5 いてください，金厲犓か接較コネクタに入汰シヨート T 
る»れが350袤す， 




—スステ—シヨンと««する 
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4 ベースステーシ s ン ifiJ ® のツメと. WlnBoc 4 c Bird 的免购くぼみ必®)が合うよう 
にセツトします* 



&ベースステーシ3ン!!曲のツメを WinBoD < Bird に□ツクし茨す。 



ベースステーシ3ンとの搢«により 、 WinBook Bird 诳囪の朗子は使明で5なくなります。 
ケーブルなどはベースステーシ3ンの繭子に接 K •してくださし V 


WinBook Birdl rl 茄鄹 - T か 


)07 




» 取りダ-^^シ 3 ンのッメをはれ. 本体を取り外します, 



A 注璽取り外しの n には、本製»の wwoff にしてください • 

取り外した後は、本体のベーススヂーシ3ンコネクタのカパー奄ス9イドさせ 
て M じてください.な©. WlndWB 95 のスタートメニューに PR り外し ( E )】 
というメニューが存在し袤す队 WinBook B4rcKD(± 嫌上、この _ W は讎芒裒 
せん* 


jAC アダプタの接統 

ペースステーシヨン〖こ AC アダプタを接15します。 
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CD - ROM を使う 

ベースステーションの CD - ROM を使う方法について SJ 用します。 


J CD - ROM を使うときの注朦 


CD . ROM ドライブやディスクの取り扱いにあたっては次の点を十分注*してくださ 
し\，求た. CID - HOM ディスクを使わない場合は、必ず、コンピュータの霜*をオフに 
する前にドライブから取り出して、通当な*所に保 fi するようにしてくださし、 


r 


△注意 



トレイを W けた*まにして15かないで 
くだ内®にゴミやホコリ入0込 
んで故舞の»因になります • 



瀾霈するときは、レコード用クリーナー 
やベンジン、シンナーではなく、必らず 
CDH 用のクリーアを®つてくだ S 1 V 
ま；^レンズク U —ナーは式のものそ 
使用してください。8式は汚れを壜昃さ 
1?ますので*対に*りないでくださ V 、 



该い轚鼕を与え fcOS 面にキズを付け 
ないでください • また.コ S やホコリ 
の多し、 W ? H こ■かないでくださ IV R 
み込みエラーの鼠因となります。 



ラベルを«つたり.ペンなどで字在霧 
かないでくださ U * 


CD-R oMpn 洧 5 
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j CD-ROM の出し入れ 

7 コンピュータ本 <1 の電 J | 整 ON にしま 
2 イジ I クトボタンを押し京す， 



3 coflOM をセントしま t •文字び嘗か nr いる b を上にして • トレーに corom を镛霣 
に B 本してください* 

4ちう一®イジェクトボタンを押し込みます. 


〇取り出すと卽 l アクセスランプが色 a してし沿いのをしてからイジェクトボタンを 
押し家す。 


j CD-ROM で楽しむ 


W 在 ffi 販されている CD-ROM には次のような規格があ CL 本？ Jiffi ではこれらすベて 
の CD-ROM を两生することがで tf * す • 

參 COOA 

0粲兩 CD です， g 楽用 CD を CD - ROM ドライブにセット u Windows ^95 の 「CD 
プレーヤー』 を E 勤して 6* を聞きます • 

• CMOM XA 

パソコンのアプリケーションソフトや.0®，8声ファイルなど大9■のデータが82 
パます。 S み出しだけで Eft はで ff ません，現在.■もよく使われているの 
<です， 


»されてい若 
fl^CD^OM 

• Photo C 


CD 

i 枚のディスクに〗〇〇校ものフルカラー静止面像を記 a できる規格です。記»は孵 P 1 ? 
の菜*に依*しなけ n ばな0ません，また 、 Photo C □を見るには* Photo CD 対応 
のソフトウエアが必要です， 


•へ— 1 T シ 3 ンと屋する 
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• Video CD ( MPEG ) 

Video CD を見るには ， Video CD < MPEG > 対応のソフトウェアが必要です • 




VJ a v; t:lHl A >J v> K VJI A v4 MI: v5 7 rw !iJtt »i-r?> 


A 注意フ〇ッビーディスクドライブユニットを取り外す用[には、ドライブユニットイジ 
ェクトポタン弩蹟萬にスライドさせてください：確萬にスライドせずに外そ 
うとすると、鵡»«壞す»れか J 50 素す。 
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LAN を使う 

ベースステーションに播«することで 、 WmBook Bird を LAN 珊填にできます。 
LAN の SJS は次のようになつています • 



げ〇アドレス 

IRQ 

LAN 

320 H 

I 1 


ネットワーク®淇でお使し奶*合，システムコンフィグレーションの 「 Pawerj — 
rcustomizej の項目はすべて 「Always onj に投定しておくことをお助めします。 




設定び終了した5、ツイストペアケーブルを10日 ase . T コネクタに撩«します 4 



1 OBASE-T LAN ポートをお使いになるには 

WmBook 日 inj で •10 BASE-T LAN ボートを使用するには. WinOows 95 であらか 
じめ次の設定を行 U、LAN ボートの使用を有効にしてください • 

7 WinBDK Bird 奄ペースステーシヨンに* « した状*で. Wndows®9E> 弩 K 動し茨す， 

£?【スタート】ボタンをクリックし、 [HBB ^ [コントロールパネル】と選びます， 

3 【コントロールパネル】ウィンドウから[シスチム]アイコン蓍クリックし.[デバイスマ 
ネージャ】を選びます. 

4 【ネットワークアダプターIの r SMC9000 Ethernet Adapter] 在ダブルクリックして 
くだ ff い • 

O C デバイスの僚用 J の 「Undocked」 のチェックボタンをクリックし.チェックを外して 1 
から. fDoc 太1(®用中〗 J のチェックボックスをクリックしてチェックしま 

〇 [0K] ボタンをクリックし、を W じ家す. 
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以上で設定は》了です。なお、《用するネットワーク《|墣に合わせて設定を変 B する 
塌合は、【コントロールパネル]の【ネッ K 7 -ク]アイコンで行います. 



トラブルが起きたら ••• 


トラブルぴ発生したときの®因と对奶方法について 
扶^しています a う*く動作しないときなどに ® ft 
みくださし、 


1. トラフルの JR 因と対 ffl 万法 . 114 


J 


J JJ 



トラブルの原因と対処方法 

本 MS のご使用中に何らかのトラブルが生じた*合 • まず.どのようなであるの 
かを W 45 し，対 ffl 方法にしたがって処■を行ってくださ U 

もし，対 ffl 方法 SO にしても解決できないときや • ここで脱«されている以 J 1 のトラ 
ブルが発生した場合は、 r ソーテックテクニカルサボートセンタ J »でご連格くださ 
い。（呤—ジ） 

キーボード • «よびマウスからの入力赛一切受けつけな utta (八ングアップ状 
B といい挈す）になったときには、♦—でソフトウェアリセツ 
卜を行ってみてくださ tU も U 電源鼇115上げ鼸しても«!_できないときは. 
チクニカルサボートセンタ，でご遷糖ください • 


參 ■» スイッチ*入れても齡かない 


•えられる通因 _対®方法 


AC アダフタが正しく班 K されてし屯い • 

AC アダプタを正しくしてください • 

パッチリが充霸されてし 

AC アダプタを S * して • バッテリを充電し 
てからこ•倭用くださし、 

AC アダプタぴ拍嬅している， 

fM ；， W5M 品を印じコンセントに S « して. 
to くかどう. n 、* S してください • ちし正»に 
»け•ズアダフタび故_してぃる圬轮性が act) 
ます，その場合は、おめの贩売店にご 
祖 K くださ ㈧ 

本体び故輝して 

お!!い求めの砸充&こご相»<ださ U 

罐灞スイッチに□ツクがかかつて ti 2 u 

»スイッチの下に患* a ック努^してから、 
韁*スイッチを ON にしてください0 

籲两面に柯も表示されなまたは見にくい 

考え5れる顧因 

対肋法 

電龙が入つてい^ ■ Vo 

「•■»スイッチを入れてら 16 かない J #照 

嫌度が正しく的整されてし屯:い • 

asrt® ノブで見やすい位■に*®してくだ 
さい. 

デイスフレイの角度 

ディスプレイを見やすい ft * に败してくだ 
さい. 

y イスプレイにムラび 

液晶ディスプレイは.刀四の*®などの 15_ 
によって R 示！^わる W 性があ Cl * す•ムラ 
があるのは故彎ではありません， 

R 示モード «； C が CRT で、外«ディスプレ 
イの電»が OFF になつている， 

：) ンビュータの電»を ON し IB してから再 
度.外®ディスプレイの霉涔スイッチを ON 
にしてください • 





トラブル：&«きた6 
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ドディスクか5立ち上が5ない 

_ nxe>ru>»is _ 

フ□ツビーディスクがセツトされて in 


考え sn る ， a 

«»»法 ； 

フ□ツビーディスクがセツトされて m 

フ□ツビーディスク奄出して再度®】 S を入れ - 

a して<«さい。 ^ 

八ード T イスクがし:> か0とて1似 U 

八ード! r ィスクを9ツチびかかる次で押し込 § 

んでください* ] 

Wlndows ^5 わ庵動しない v 

考えられる臞 E 

対助法 5 

メモリテストが正爾に行な•われるのにし 
ないときは.システムコンフィグレーシ3ン 
の设定が® a つてい苯す。 

シス，ムコンフィグレーシヨンの JW ： をデフ S 

す1レトに民してくださし、 （4 86ページ〉 t 

Wlmk > ws ®95 のレジストリ(重費な W 定か 
汉存されているファイル)が隳 n るなど * シ 
ステムに«らわ_害が発生しています，ま 
た.的回， Wlndows ^95 が JEW に《了でき 
ていま t ? ん〇 

rstarting Winda 的 95 J と«示されてい 
る W に fiij キーを押してすぐに■すと&|〇 メ 
ニューが S 示され？す，ここで. 『 Safe モ 
ード J を還ぶと. ii 用の 8 ST ではなく*本的 
な投足だけでさせることがでさます•ま 

t . rStep ^ y-step Confirmation』(SD 
マンドの；行を 》 K する〉在*ぶと、运勒コ 
マンドを1つヂつ*?しなびらてきます， 

Windo ws ®95 起« W のトラブ，しのにつ 
いては Windows ®95 のマニユアトラプ 
ルシューティングをお H みください. 


•フ□ツビーディスクの内容が R み塞3できない 


考え5れる》因 

対 《 w 法 

フロッピーディスクが正し < tr ットされてい 
ない 0 

フロッビーディスクを正しく tz ットし B し 
て、も5—«やり H して<だ 

フ□ッビーディスクびフォーマットされてい 

机、 

フ□ッビーティスクをフ T ーマットしてから 
ご使用くだ5い， 

フ□ッビーディスクの胡が j » nr し必. 

内8は元 i こは戻せませんパックアップ 
を®つてあるは、それをご使司くださ“ 

フロッピーディスタ#■か®•してい^ 

阑のフ□ッビーディスクを t 2 ットしても R み 
磨きで芒ないと3はフロッピーディスクドラ 
イプび•故舞しています v 

フ□ッピーディスクが篇み W 止状明〖こな 
つている。 

ライトブ□テクトノッチを塞:5込み可能状 W 
にしてくださし之47ページ） 

3モードドライバがインストールされていな 
い状咽で、 1.2 MB フ: r ーマットのフ CJ ッビ 
ーディスクがセット trn ている • 

3モードドライバを33インストールしてくださ 

IX . こイ 
ンストールされていま？ので、 12 MB フォーマ 
ットでそのま东班むことがで5ます。 

フ□ッビーディスクのメモリー残臟ぴ充分で 
机、 

$費なファイルを用好するか、新フ□ッビ 
ーディスクを®用してくださし、 
























•スーパ _VGA モードにならない 

雩え5れる顧因 

対 9R 方法 

□OS_ 墳で齡作するアプリケーシ3ンを勤 
かしてレる， 

LCD. CRT (外 tf ディスプレイ)ともに DOS 
モードでは 640x480 ドツト*承しかで2 
家せん • 

參いきなり爾面が消えた 

考えられる雨因 

対 ft 方法 

電《コンセント， S たは AC アタフタフ9グ 
ぴ外れてし硌， 

コンセント3：たはプラグを S し込んで <«C 

サスペンド.レジ:!-ムや/ C*^ ーセーブを有 
功にしてし必霸色、投瓦€^賛になつたので 
レジューム >7 1 ワーブ坎 W こ入つた • 

月かキーを押すと元の状*に S ります•サス 
ペンド.レジュームやバフーセーブを便^ \ft 
くないときは.パワーマネージメントの19$ 
5«更してくださ IA ,^94^-y) 


•印_でぎない 


鳄龙5れる US 

対®方法 

プリンタの電澤が入:)ていな1、 

プリンタの « JI ぞ入れてください • 

ブ U ンタケーブルが外れて 

プリンタケーブルを正しく推《してくださ Uo 

日明用び入つていない • 

紙を入れてくださ A 


鲁外部マウスが tt 作しない 


有足5れる蒙因 

対财法 

接 R ケーブルが外れている.または格《され 
ていなし、 

«闭プープルを正し <«!* し 
し*かない屬6には.冉 9 W 
ください • 

=Ll 

投入後マウスを**した • 

M を再投入してくださし v * 


外#マウスぞ窗»榷《している • 


* 吋のスプリッタを*用してマウスを《«し 
てくださし、スプリッタは0部キーボード鼉 
用 SR コネクタと PS /2 マウス W 用コネ 
クタが《ります • PS /2 マウスはマウス釋用 
SU ! ポトに®«してくださ VV 
ただし • ベースステーシ3ンと播«している 
項今は.スブリッタは*用でさません*マウ 
ス笮窳*ペースステーシ3ンのマウスボート 
に SK して < だ？し、 


適正好マウスドライバを《用していな^、 


* 用されるマウスに35付されているマウスド 
ライパ％正しくインストールしてください* 


DOS アプリケーシヨンを使用している. 


DOS アプリケーシ3ンでマウスを使用する 
には.マウスドライパー (MOUSE COW が 
必罾です.15手のマウスに 35 M している 
ものをご使用ください • 


Windov / s «95 のセツトアツフユーテイ U テ 
ィのクライドボイントが有功になつている。 


蘸功にして< ださし\〇 


システムコンフイグレーシヨンメニューめク 
ライドボイントが為功になフている， 


箱効(こして< cm *、 <4 91ペー i 


























參カーソルが動かず函面が移動する 


鬌えられる■[因 


3 CRL ロックな〇ている， 


m 

挪 L 


SC « L □ックを解從してくださ U 


•押したキーと a ろ文字が*！示される 


脅えられる W 因 

対财法 

CAPSCJ ック • NUM □ック • •ひらがな/力 
タカナ•キー玆ど MW つて押されている* 

S キーを目的の文字がタイプされるよ 5 に 合 
わせてくだごい* M 50 ページ） 

•Stfl •らない 

鬌え5れる R 因 

対姐方法 

本侈のボリ3—ムノブがしぼ & nr いる • 

iKiJn —ムノブで音■を 《 節してくださ V 、 

Wr > dDwa ®95< D ミキサーでミュートびチ J ： 
ックされて U る C 

ミュートのチ I ックをはずしてくださ“ 

システムコンフイグレーシ a ンメニューのス 
ビーカ出力が_功(こなつている • 

有効にしてください • 4 92 ページ） 

•ビープ atflw つている 

考え5れる*因 

⑽方* 

パツテ U 8 ■がなくなつている • 

AC アダプタを»«するか、または一#«» 

を W つて別の 允電 みの/ b テリを《着して 

1 くださし V 

AC プラグアダプタが外 TI かかつている•ま 
たは外们ている。 

| 正し<««し■してください • 

_ 

•» 示される日付ゃ特 *! が正しくない 

考えられる臞因 

対《方法 

日付や谢抑粉定をしていないか， W * つた!# 
疋になつてし\る- 

正しい日付や WR に 松 定し围してください • 

〇 35ページ》 

•バッテリ LED が点灯しない 

考えられる*因 

対》方法 

バツテリ》子の播《不5« 

パッテリを一度取〇外してから、やわらかい 
布で 策 子®分を®く拭いてくださ ㈧ 





















•サスペンド • レジュームできない 

考えられる■因 

対®方法 

パワーマネージメントメニ：2—の 投定び 正し| 

1 /のーマネージメントメニ：!一を 好び 出し IE 

I し<8¢ を 行って <« さい • （4 94ページ> 

< ない • 

yc ッテ us ■がな:< なつた* 

AC アダプタまたは 托電洛 みパッテリに交換 
し再®**を入れ®してくださし、 

27ページ》 


參 CPU ク□ックスビードが LOW スビードになる 


礓足5れる W 因 

«a 方法 

CPU がオーバー匕一卜している， 

LOW スピードの5511用し r ください•一 

3 T の AK まで* F かると. Rfc 的に通常のスピ 
ードに R 0 ます。 

プ〇-彳りレスタンパイモードに入つてし 

グ□一彳 C ルスタンパイモードの tt 館に入る 
と. CPU のスピードか自 « W ^ こ*ちます • 

グ□一彳(ルスタンバイモードび使用する鬵， 

に atr な1吻6は、システムコンフィクレー 
シ3ンメ=ユーのパワーセーピンクの項目に 
対し.チ Z ツクを外して<ださし、 


•内 ttMODEM が琢鼸しない 


考え5れる■因 

対财法 

内 s の赤外》»话ボートか a 沢されてし沿* 

システムコンフイクレーシヨンメニューの e 
定を. Irda ひらめ temalCOM に変®してく 
だ亡い， （490^ —ジ） 

hHNHiMiHi 

本体の »#?OFF にし. MOOEM を取り外 
してくださし Vo その後.モデムを »lf し窗し 
r. I# 作をや0塵してくださV、 


八ードディスクする曜6は*ドライブのみの鎌■もしく》交撰となります， 
八ードチィスクに12僅？れているアプリケーシ餳ン.デ_夕《どの保姐、修復は 
いたしかねますので、重霤なものについては必ず八ックアップをとつてくださ 
八ードディスクの内8电出®^状 WCR す塌8〇:,麫■にて费^付けて©ります • 
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本ユーブーズガイドの索引、本 » a の仕«につい 
て fen しています • 必 s に応じてお狭みくださし、 



1. 索引 . 120 

2. . 125 


a 






カーソ — . . 53 

カード 0 J 5 き*し . • . 69 

カードサイズ . 66 

««» .. 100-102 

外86オーディオ鑛* .. 61 

外 ttCRT ボート . 22 23 

外部モニタ . 82 

外恥キーポード . 81 

外麻キーポード. 

マウスポート•••22 23104106 

JWS チンキーパッド . 81 

外扭スビーカ .22 -23 -81 

外 tt マウス ー 81 

外部入乃躕子 . 61 
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アイコン 

アルファベット 


39 
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イジ I クトポタン- 
インサートキ— • 
インストール… 


47 

52 

•3 フ 


ウインドウ 




38.41 


英 CS . 

男》キ- 

エスケープキー 
エフェヌキー 
エンターキー 


57 

53 

•52 

53 

•52 


BMW AM モジ; a — ル…… 
1 R 想狭示モード 
カタカナキ—— 

カタカナ . 

カタカナ✓ひらび好 キー 
かな S 号 
カナ キー 

かな入力 . 

カバー . 

カバーを团じたときの®茂 

カラーノ C レツト . 

カレンダ . 

. 


24 76 
…. 10 S 

. 53 

56 - 57 
53 

. 57 

55 • 57 

. 55 

. 20 

. 99 

)0-102 

35-89 

56 


キーボード . 20.21 

キー m - ド動技… 

キーボード • マウス》«アダプタ . 

战ド，イプ . 

g *» 方法— 

日 ® Wff . 2Q 

キャッシュメモリ .• 

キャップスロックキー .. 


50-57 

91 

81 

89 

. 89 

21 • 35 

. 90 

53-57 


クリック . 

グライドボイント •••• 
グローバルスタンバイ- 
クロックスピード… 


32.39 
32 38 


96-97 


9 P 

小文字モード••… 


， 

コント□—ル キー 


53 





臞大化 . 

用インストール . 

墨小化 . 

サウンド . 

ヴウンドレコーダー••… 
サスペンド*レジューム 
サボート 


. 41 

. 37 

. 41 

60〜62 • 92 

. 64 

28-42*98 
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<#95 5 6 
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スクロール□ックキー 
スタートボタン•… 

スタートメニ：2- 

ステータス LED . 

スビー:^ . 22 

スブリッタ . 

スペースキー 


ヌ 1 •參參•參參••參•參••⑩•曹春春••■••等 

システム I / O マップ . 

システムコンフィクレーシヨン 

システム仕« . 

システムフアンクシヨンキ—— 

システムメモリマップ . 

シフト^- . 


.34-36 

128 

51 -86-93 


シ U アル*一 卜 22-23 - 104105 

JM . .. 26 

55HLED. 20*21• 25〜27 

I ? 了 . 40 • 8 B • 95 

刪匕 . 79 00 



»»_籲眷參»_ 


_モード . 

«*t . 

951；る 

ドライブユニット 

ドラッグ 

ドロップ 


K スピーカ 


内蘧 FAX モデム 
アンバーロック 
アンパーロックキー 


日本想入カシスチム 


入カモード 


23-43 


91 

35 

41 

45 

39 


I 


WW キー 

金角 ••• 


50-51 
. 56 


ソフトウェア 


タスクハー 

タブキー •• 


バージ報 92 

八ードディスクドライプ1 B • 7 B -80 *90 -97 

八•ドディスクを取0外す . 79 

八ードディスクを取0付ける .7 B 

パスワード . 0 Q 

バックスペース^- . 52 

バッテリ . 27〜29 

パッテリ81■エリア .22 -23 

テリパック . 20-29 

パッテリパック取0出しボタン .22 -23 

パラレルボート . 104 -105 

パワーセービング . 96-97 

パワーマネジメント 94〜99 


ディスプレイ S 示 
ディスプレイモード… 
デスクトップ»域 
テックサボート FAX シート 
テフオルト 

トキー . 


«*LEO 

18* スイッチ 
テンキー . 


. 96 

. 89 

•■ 100〜102 

. 14 

92 • 93 • 99 

. 52 

. 20 • 30 

2125,27 
20 • 21 • 30 
. 


半角/全角キー 
八ンクアップ- 


53.56 
……31 


ひ5びな . 

ひらがなキー . 

ビデオモニタリング 


34-35 

56-57 

. 53 

. 99 
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S^ve 扣 Exit …… 
Save aryJ Reboot 

Scrt - k ^ . . 

SCRLK □ック . 

Set Alarm Resume 

S^Tt キー . 

SPEAKER . 

SOMkOt . 


Keybood Repeat . 91 

Keybood Numiock . 91 



Ll Cache Enable.90 

12 Cache Enable.90 

LAN.112 

LCO/CRTSB^.51■ 82 


91 Posssvord.90 

97 Pause Break キー .52 

PCMCIA 規格 . 68 

PC カード 0 日〜フ1 

PC 力ードの®き*し ••••••. 69 

PC *- ドス□ット 2021 

22.23 Power . 96—99 

.g フ PrtSc キー ... 1 .52 

PS /2 マウス 81 

_ PS / 2外财ーポード 81 


86 . 


22 83- 


Gi»de Point 
Gk»6l Timeout 


Hyd Disk . 

HDD アクセス . 

HDD スロット • •• 
High Po^ver Saving 


I/O アドレス 


insert キー 
irOA ボー • 







88 - 95 
.54 

ツク .25 • 81 


Easy Menu . 

Ervabie Password for Bcwt-up. 

Enatxe PaaawDrd tor SCU Changes 

Ena We Power Saving 

Enter キー . 


.92 

.90 

ses .90 

.96 

• ••••••••• 52 

• ••■•春••參參 Ip 

B8 _ 92 _ 95 


Me<J*un Pcwu Soving 

Memory. 

MC IN. 

MOI/ ジョイスティックボート 
Monftar Video Activity 
MS-IME95 
MS-DOS 


.97 

• ••••••••» QQ 

20.2 1.61 
104•105 

• ••••••••. 9 Q 

•…55.56 
. 62 



フ 5 8 フ 

二 23 ： 




















































vv 

WlndoiV3^95.17- 


lOBascT コネクタ . 

1.2M0 . 

144MB. 

3.5 インチフロッピーディスク 
3 モードドライバ . 

720 KB . 


5tanu>. 

Suspend Controls 
Susoeoo Swtch 
Susoeno Timeout 


Tsb^-. 53 

TfdnXil2 .19 -84 

V 

Version Info .92 

Video Timeout .96 

Video Select 89 


--43l10546464€4646 


92989898 
90=1 

89 . :::: 
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2 j 製品の仕様 

@本体システム仕様 


モデル 

S 3 P 15 CX 3 

CPU 

Pentium 15 CWH 2 

システム RAM 

W 寧 

16 MB 

最大 

4 BM 0(16 MB DIMM 

BI 03 R 0 M 

256 KB フラッシュ ROM 

ビデオメモリ 

2 MB PCI (33 MHz ) アクセラレータ付き 

八ードディスク 

135 GB 

フ□ッピーディスク 

外付けドライブュニット 

3.5 インチ3モード1 44 M 0/1.2 Ma /72 OKB 

ビデオ 

LCD 

800 x 600ドット TFT カラー26万色 Q 28 ビッチ 

RG 日一明1 1.3 インチ蕾パックライト 

CRT 

•大 1024 x 768 ドットカラー 66 K 色 1 ノンインターレース》 
LCD と司策霣 5 T こて raWR 示〇1能 
办 DOS モー K 640 X 480 K ット 

インターフェース 

シリアルボート(〗 6550 A タイプ UART 互換1 

IrOA ボート 

外 》 CRT ボート 

外®^ — ポード/マウスボート 

パラレルボート ( EPP / ECP 対応） 

フ□ッビーディスク：)ネクタ 

PCMCIA V 2.1 1 C カードス□ット (TYPEII x 2 TYPED xl ] 
UNE 子 

MIC IN _ 子 

SPEAKEfl « 子 

内藏キー ポー ド 

仕様 

3 rrmv ^- スト□ークメンブレン® 

丈 一® 

874 — { 106キー！:ミ:！レーシ 3 ン〉 

内腥ポインテインク f パイス 

キーボード組み込み肋ブライドポインタ2ボタン式 

内 irr ウンド 

16ビットステレオデジタル”ウンド FMfi * 

サウンドプラスター§« 

スピーカ 

モノラル 

内*マイク 

モノラルマイク内 a 

保癦機緩 

パスワード8¢¢:による探*養莳 

パワー t ?— ブ败 

CPU ク□ックタウン y 

ビテオ表示停止 
ハ-ドディスクが 
サスペンド•レジ3—ム《度 

わレンダ玲計松芝 

リチウム m によるパックアップ 5 SIH 

••* 

AC アダプタ 

入力1 00 V -240 V 50 - 60ヘルツ 

出力 19 V 2220 mA 

wn 

リチウムイオン* ft 1 4.4V 27 QDmA 

づ法 

280( W ) x 216( D ) x 39( K)inm 

MS 

杓 2.2 Kg 
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•上紀のハードウェア仕檬は.オペレーティングシステム <os>. アプリケー i 
a ンソフトウ I アによつては、サボートしない■合があり冡す。 

• > W ± MMl >2000 は Wlndows 95 に対応していないため.本* fi では®用で 
き挈せん • 


















j システムメモリマップ 


FFFFFFFFH 

FFEOOOOOH 

システム BlOSffltt 

FFDFFFFFH 
0160000 0 H 

予約*« 

027 FFFFFH 
006000 OOH 

ICS メモ U カード til 投明《 

0 O 7 FFFFFH 
0040000 0 H 
0 O 3 FFFFFH 
0010000 0 H 

«孝*袭丨 6 MB *« 

OOOFFFFFH 

OOOF 800 0 H 

OCXDF 7 FFFH 

システム 0 IOS 

プ□グラム 

OOOFOOOOH 


000 EFFFFH 
OOOE 8 QOOH 

シスチム a « 

000 E 7 FFFH 

OOOEOOOOH 

PnPBIOS 

000 DffFfb\ 

000 CA 000 H 

アッパ•メモリ予約エリア 

000 C 9 FFFH 

QOOCOOOOH 

VGA BIOS 

◦0006 FFFFH 

OOOOAOOCOH 

VGA ディスプレイメモ iJ 

00009 FFFFH 

00000000 0 H 

メインメモリ B 40 K パィト 


|受±淼 
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システム I / O マップ 


03 F 8 H -03 FFH 

COM 1シリアルポート《シリアルポート> 

03 F 0 H - O 3 F 7 H 

フ□ッビーディスクコントローラ 

03 E 2 H -- O 3 EFH 

予棚 

03 E 0 H - O 3 E 1 H 

1 C カードコント □_ ラ 

030 OH 〜 03 DFH 

ティスフレイコントローラ 

O 3 B 0 H --03 BFH 

LPT 3 プリンタボート 

0380 H 〜 03 AFH 

并対 

0370 HMD 37 FH 

し PT 1 プ IJ ンタボート(プリンタボート> 

03 CX 3 H -036 FH 

予約**および内■モデム 

02 F 0 H - C 2 FFH 

PCMCIA 0 XX ) M 2 用として予約 

0280 H -02 EFH 

予 W * 域 

0270 H -027 FH 

LPT 2 プリンタボート 

0230 H -026 FH 

予妁》< 

0220 H へ022 FH 

サウンドチップ 

0200 H -021 FH 

予^ SW 

01 F 0 H -01 FFH 

八ードディスク 

0100 H -01 EFH 

^99 

OOFOH 〜〇 OFFH 

»*»!! プ□セッサ用予 

OOEOH-OOEFH 

予 

CXXX 3 H-OOOFH 

DMA コント□ーラ2 

00 A 0 H - O 06 FH 

込みコント a —ラ2 

0080 H -009 FH 

DMA ページレジスタ 

0070 M -007 FH 

U アルタイムク□ックカレンダその他 

0060 H -006 FH 

キーボードコント□ーラ 

0050 H -0053 H 

予 raw 

D 040 H 〜004 FH 

タイマーコント□ーラ 

0030 H -003 FH 


0020 H -002 FH 

割0込みコント D —ラ1 

0010 H -001 FH 

予朽 1 W 

0000 HMXX)FH 

DMA コントローゥ1 


<>内はデフオルト投定の当てを示します • 
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